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諸法考
-dhammaの原意の探求と再構築一
( 3 )法と諸法一初転法輪をめぐって

村上真完
(東北大学名誉教授文博)

(1 )諸法と縁起

はじめに

I インド思想における dharma(法)の意味

a 法の語源と最古の用例、意味・用法の変遷と拡大

b 法の範障論的論理学的考察

H 初期の仏伝資料における諸法と縁起

a 縁起の観察と最初の仏語 (Mahavagga1.1を中心として)
b 縁起の観察と最初の仏語の併行例 (Udana=Ud.1.1-3) 

c 仏の成道に関するその他の類例

d 仏の悟り(成道)と縁起説ーその I五支縁起

e 受以上に遡る縁起説

I 六処 (6種の認識の内的領域、限・耳・鼻・舌・身・意)/ 2 名色(名前と
色形、心身)と識(認識、意識)/ 3 五支縁起から十支縁起まで 種々の縁起説
f 仏の悟り(成道)と縁起説ーその II十支縁起

g 仏の悟り(成道)と縁起説その凹十二縁起

小結

註(1-53)

[付記] (以上前々稿=諸法考(1)=村上2006・『仏教研究JJ34号， pp.63-132) 
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(2)法と諸法一縁起成道から党天勧請まで

E 縁起成道説補説と再考

はじめに:研究方法論の反省

1 五支縁起までの通釈

2 諸法と縁起をめぐって 今日の常識とは反する視座

3 十支縁起までの通釈/4 十二縁起までの通釈

5 縁起と縁起によって生じた法(縁生法)

IV 党天勧請に到るまでの世尊の言行(大品Mahavagga=Mvg.l.l-1.5)

a (十二縁起の観察)/ b (バラモンとの対話)/ c (龍王の庇護)/ 

d (二商人の帰仏)/ 

e (党天勧請)

α1 (世尊の説法主主巡)/α2 (世尊の説法主主巡の偽)/ β1 (党天勧請)/ 

β2 ((党天勧請の偽)/ r 1 (世尊の応諾と世間観察)/ r 2 (世尊の応諾の偽)

小結 党天勧請の意味するものと法の意味の展開

註(l~27) (以上前稿=諸法考 (2)=村上2007a:r仏教研究Jl35号，pp.79-134) 

V 初転法輪前後の世尊の言行(大品 Mahavagga=Mvg.l.6)

はじめに一反省と展望

法 (dhamma)の探求を目指しながら、パーリ(=⑨)r律J(Vinaya= 
Vin.I) I大品 (Mahavagga=Mvg.) 1大程度」の巻初における、仏の十二縁

起観察から党天勧請にいたるまでの物語を、併行する諸伝承をも比較参照しな

がら、縁起説と諸法と法との意味について考えてきた。この問題は聖典の成立

史の問題とも関連しているO なぜなら資料(原始経典)にいろいろな新古の層

があり、その発展の跡が辿られるとするならば、それに応じて法の概念にも変

化と発展の軌跡があるはずである。韻文が古いのか、散文が古いのか、という

問題も、なお未解決である。そのためにも仏の成道から両大弟子の入門までの、

いわば仏教教団成立前史に相当する(E)r律JI大品」の巻初と、それに相当する
諸伝承とを比較対照しながら、諸伝承の核とはどういうものか、また⑨資料の

全資料の中における位置づけ、という問題をも考えたい。今は党天勧請の後に

続く初説法(初転法輪)をめぐつて続考したL、刊lυ)

この間に筆者は「仏教における法の意味 s臼abb凶arp.t同a中 n凶1吐irodha-
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dhammarp.考一」をまとめて、学説批判を踏まえながらパーリ註釈書を中心

として法の意味を全体的に見渡してみた。そこでもパーリ「大品」の資料に適

宜に触れるところもあったが、初転法輪などの詳細には触れていないので、諸

伝承の核を見出して、その関連において法の原意を考えるには、いまだ考察が

進んでいなかった2)。

法について、石飛道子『ブッダ論理学五つの難問J(講談社選書メチエ、石
飛2005a)の、輯新な解釈については、先にも触れた(村上2007a，pp.130-

131)。つい最近に彼女は『ブッダと龍樹の論理学縁起と中道J(株式会社サ
ンガ、石飛2007)を著して、龍樹の論理学の体系と論法の解明から遡って、

ブッダに帰せられるべき論理学を発掘して、その体系をいわゆる「真理表」に

照らして演鐸的に解明している。その中で彼女は、まず「法」を「ブッダ論理学

体系が認める文と単語」ととらえる。単語とは「ブッダ論理学体系が認めている

さまざまな用語Jであり、「五麓JI十二処JI十八界」などであり、それらには
「存在JI存在要素」などの名が与えられ、また「生JI誠」などの名調も「法Jと
言われ、それらには「性質JI属性」の名が説明として与えられている。そし
てその「名」とは龍樹の用いる用法であって、「意味」と呼ぶほうがわかりやすい

かもしれな~'"という。次に「法」はブッダの教えを述べた「文」を指す場合
もあり、「文」の形式をとる「法」は、「教え」という名が与えられてきた、と

してその文の特質を指摘して、その文は「法」とされる語を主語として、時間

の流れに沿った、あるいは、思考の順序に従った語順で述べること、云々とい

う (pp.46-48)。

実に思い切ったまとめ方であるが、龍樹の用語法に通じた目から見ると、そ

のような説明となるであろう。またその説明も現代的で分かりやすL、。西洋論

理学との対比において、「真理表」に沿って「ブッダ論理学」を演鐸的に解明

したのは，見事で驚きである。

しかし多くの資料から帰納的に原意を論証するような作業は省略されている

感がある。例えば「法」を語とか名とかと見ることが、原始聖典において明確

にどれほど意識されていたのかどうかは、吟味されていないようである O なぜ

ならば、語とか名といっても、むしろ語や名が指し示す事実にこそ重要性があ

るのではないか、という問題もある。

経文の語順を転倒させて解してはならないという指摘も確かに創見であり重

要であろう 3)。しかし、主語はパーリ語やサンスクリット語では語順だけで決

められないであろう。単なる形容詞でも文頭にあるから主語である、と断定す

ることもむつかしL、。倒置文とも考えられる。原文の語順に従って意味が分か
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る邦語に仕上げるのは、至難である。また法は形容詞ではなくて名調で示され

るのではないか、という問題も確認する必要があるように思われる九

初転法輪については多くの資料があり、多くの研究がある。今は前稿までの

体裁を踏襲しながら、「法」の意味するところを中心として、諸伝承の核心を押

さえて行きたL、。諸伝承の核心と法の原意とはどう関わるのか。諸伝承の核心

がどのようなものかが、分かつてくれば、聖典の韻文部と散文部の新古の問題

も明らかになる可能性がある。

1 説法の相手についての思案

世尊が覚った法(縁起と浬繋のことわり)が世人に理解されないと思って、
こいねが

説法をためらっていると、党天が説法を翼う。それを契機にして世尊は、「衆
生達を憐れむこと(慈悲性)によって仏眼をもって世間を眺めたJ(Mvg. 
I.5.10: Vin.I.p.623-5=S. I. p.13813)。そして究天に答えて「およそ誰でも耳ある

おこ

人達には不死(甘露)の門が聞かれた。信を発せJ(Mvg. 1.5.12 : Vin.I. p. 
74-7=S. I. p.13822-5全ての伝承が韻文のみ)という。これが党天勧請の節の要点

であり、ほぽ諸伝承の核心である。この間に散文と韻文(偶)を交えた文体で

述べられている。@の伝承は散文でも韻文でも概して他の諸伝承と一致すると
ころがあって、諸伝承の核を含むところが多い。しかしその備が古形を示して

おこ

いることが明瞭になったとは思われない。「信を発せ」とは@韻文のみの伝承で

あり、その偶が全ての伝承の間で一致するとは、全くいえないことは先に見た。

この後には

『すると確かに裟婆世界の主である党天は、「ああ、世尊が説法する機会
を下された」と、世尊に敬礼して、もうその場で消えた (athakho 

brahma sahampati ‘katavakaso kho 'mhi bhagavata dhamma-
desanaya' ti bhagavantarp_ abhivadetva padakkhiI).arp_ katva 
tatth' ev' antaradhayi) J (Mvg. I.5.13: Vin.p.I.p.7810ニS.I. p.13826剖，

M.I.p.16929-31 '=iD. 1I.pp3925-402) 
とある。これで党天勧請の節が終わる。成道に次いで党天勧請は重要な出来事

と伝えられてきた。党天勧請が世尊の心中の出来事なのか。それとも後人の創

作なのか。後者だとすれば、どうしてかくも一致した伝承の核があるのか。

さて、ここの「説法」の「法」とは、教法、教えであり、この次の段において

は単数で示される。そしてその内容は仏教に外ならず、以下にも見るように宗

教的な究極の目的と考えられていたのである。

世尊は最初に誰に説法しょうかと思案する。これを語るパーリ(=a>)の伝
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承は、 3人称で語る『律J(大品)と 1人称で述べる『中部』第26経(聖求経
Ariyaparivesana-sutta， M.I. pp. 169f.)とカ1ある 5)0

「大品」では定型文で次のよう語られている。

『すると確か世尊にはこう思われた。「はて一体誰に私は最初に法(教え)
を説くとしょうか。誰がこの法をもうすぐに悟ってくれるだろうか」と

(atha kho bhagavato etad ahosi: kassa nu kho aharp_ pathamarp_ 
dhammarp_ deseyyarp_? ko imarp_ dhammarp_ khippam eva ajanissati 
ti?)。すると確か世尊にはこう思われた。「確かこのアーラーラ・カーラー
マは賢者で総明で智慧あり長い間[心の]汚れの少ない類の人だ。さあ私

はアーラーラ・カーラーマに最初に法を説くとしよう。彼はこの法をもう

すぐに悟ってくれるだろう」と(11 ayarp_ kho A!aro Kalamo paI).clito 
byatto medhavi digha-rattarp_ appa-rajakkha-jatiko; yarp_ nunaharp_ 
Alarassa Kalamassa pathamarp_ dhammarp_ deseyyarp_， so imarp_ 
dhammarp_ khippam eva ajanissati ti) 0 J (Mvg. 1.6.1: Vin.I.p.712-18， 
M.I.pp.16932-1702) 

『中部J(聖求経、 M.I.pp.163-165)によれば、彼は世尊が最初に訪ねた行者
で、「何も無いという境地J(akincannayatana，無所有処)という心統一法
(禅定)を教えられて、直ちにそれを体得したが、世尊は満足せずに、彼のも
とを去ったという 6)。その彼に自説を説こう思ったのである。すると隠れて見

えない或る神格 (devata，天)が世尊に彼は「七日前に死んだJ(sattaha-kala-
kata) と告げた。世尊にも彼が 7目前に死んだという智が生じた、とL、ぅ。
これは人づてに開いて知ったというのか、または超能力をもって知ったという

のであろうか。

『すると確か世尊にはこう思われた。「ああアーラーラ・カーラーマは大

きな損失をした九なぜならもし彼がこの法を聞くなら、もうすぐに悟っ

てくれるだろうに」とや〆 mahajaniyokhoλlaro Kalamo; sace hi so 
imarp_ dhammarp_ su早eyya，khippam eva ajaneyya ti) 0 J (Mvg. I.6.2: 
Vin.I.p.721-23， M.I.p. 1705-7) 

次に同じように世尊はウッダカ・ラーマプッタ (UddakaRamaputta， or 
Udaka R.)に思いつく。彼は世尊が次に訪ねた行者で、「観念(想)があるの
でもなく観念が無いのでもないという境地J(neva-sanna-nasan白ayatana，
非想非非想処)という心統一法(禅定)を教えられて、直ちにそれを体得した

が、世尊は満足せずに、彼のもとを去ったという (M.I.pp.165-166)。彼は「昨
夜死んだJ(abhi-dosaセala-kata)ということが、前と同様の文で示され、世
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尊の同様の思いが述べられる。三度目に世尊は曾ての修行仲間であった五人の

比丘に思いつく。

『すると確か世尊にはこう思われた。「確かに五人組の比丘達は私に、多

く尽くしてくれた。精勤に自ら努力していた私に彼らは仕えてくれた。さ

あ私は五人組の比丘達に最初に法を説くとしよう」と (11bahukara 

kho me panca-vaggiya bhikkhu， ye marp. padhana-pahitattarp. 

upatthahirp.su; yarp. nunaharp. panca-vaggiyanarp. bhikkhunarp. 

pathamarp. dhammarp. deseyyan ti) 0 J (Mvg. 1.6.5: Vin.l.p.81S， M.l.p 
170岱 26)

世尊が五比丘はどこにいるのかと思うと、超能力(天眼dibbacakkhu)によっ

て五人がノ〈ーラーナシー(波羅奈 BaraI)asi) の仙人住処(仙人堕処

Isipatana)鹿野園 (Migadaya)に住んでいるのを見た。世尊はウルヴェー

ラー CUruvela，菩提道場の地ブッダガヤー)に好きなだけ住んでからパーラー

ナシーへの旅を始めた (Mvg.1.6.6:日n.l.p.8S-l0，M.l.p. 17026-32取意)。

以上が初説法の相手を選びその所在を知ったという段である。ここの趣旨は

サンスクリット(⑤ orBHS)本 (CPS.9.1-11，SBV I.pp.13018-13124， Mv.III. 

pp. 3228-3234， Lal.pp. 40219-4043) や漢訳の資料 (r中阿含』巻56羅摩経，T. 

2. 777aI9_b"， r破僧事』巻 6，T.24. 126c27-127aヘ『衆許摩詞帝経』巻 7，T.3. 
953a26-b13、『悌本行集経』巻33，807a7-808a1、『方慶大荘巌経』巻11，605b9-

605cヘ『普曜経』巻 7，528c29-529a10、『過去現在因果経』巻 3，643a22-b8、

『五分律』巻15，T.22.l04a"_21、『四分律』巻32，787b626)にも伝えられてい

る。

世尊が最初に法を説こうと思った行者の名は、⑤ (BHS)資料ではアーラー

ダ・カーラーマ (CPS.Aracla-Kalama; SBV.， Mv. Aracla Kalama; Lal. A. 

Kalapa) とウドゥラカ・ラーマプトゥラ (CPS.，SBV.， Mv. Udraka 

Ramaputra; Lal. Rudraka R.)という。また説一切有部系の資料 (CPS.，

SBV， r破僧事』、『中阿含』羅摩経、『衆許摩詞帝経J)と法蔵部の資料 (r四
分律J) と『過去現在因果経』とは、@と同じくアーラーダ・カーラーマを最

初とするが、他は反対にウドゥラカ・ラーマプトゥラを最初とする (Mv.，

Lal.， r五分律』等)。以上ほぼ2種の伝承があったのである。それを別とすれ
ば、以上の散文の伝承の骨子はほぼ一定している。

以上の個所における法((e)dhamma，③dharma)は単数に限られており、

その意味は仏が遂に悟った宗教的人生観・世界観であるとともに、自ら体験し

体得した宗教的な究極の境地であり、それは世尊にあっては真実・真理である

68-

諸法考-dhammaの原意の探求と再構築一(3)法と諸法

とともに、これから説こうとする教え(教法)であるということができょうか。

2 乞食行者ウパカとの遅遁

世尊は初説法の地への旅の最初の方で、一人の苦行者に出会い、間われるま

まに自分の心境を偽で語ったと伝えられている。@伝承はこうである。

『確かアージーヴィカ派(邪命外道)のウパカは、ガヤーと菩提道場との

中間で、世尊が行路を歩いて来るのを見た。見てから世尊にこう言った。

「まあ、友よ。あなたのお顔8)は明るく澄み切っています。肌の色も清ら

かで美しく白いです。友よ。あなたは誰を[先生と]定めて出家したのです

か。またあなたの先生は誰ですか。またあなたは誰の法(教え)を信奉し

ているのですか」と (addasa (M. addasa) kho U pako ajiviko 

(Vri. ajivako)9) bhagavantarp. (M. marp.) antara ca Gayarp. antara ca 

Bodhirp. addhana-magga-ppatipannarp.， disvana bhagavantarp. 

(M. marp.) etad avoca: vippasannani kho te， avuso， i加ndriyan凶1吋i，

paris叩uddhochav吋i

pabba吋ji抗to?ko va t旬es回at仕tha?kassa va tvar可叩p.dhammarp. rocesi tωiο)oJ 

(Mvg.1.6.7佐:Vi仇仇η凡.r工I.p.8l叫削G山叩1日5ヘ， M.l.pp.17033-1711) 

『このように言われて、世尊はアージーヴィカ派のウパカに詩(偶)で語

りかけた。 (evarp.vutte bhagava (M. aharp.) Upakarp. ajivikarp. 

(Vri. ajivakarp.) gathahi ajjhabhasi (M.-sirp.) 

「私は一切を克服し、一切を知り、一切諸法(生存の諸要素)に染まらず

(sabbabhibhu sabba-vidu 'ham asmi， sabbesu dhammesu 

anupalitto (M. anilpalit1o)) 

一切を捨て渇愛が尽きて解脱している。自ら悟って誰を[師と]名指そうか。

(sabban-jaho taI)ha-kkhaye vimutto， sayarp. 

uddiseyyarp.) 

abhinnaya kam 

(pl) 

私には師はL、なL、。私と等しい者はいない。

(na me acariyo atthi， sadiso me na vijjati) 

神を含む世界において私に比肩する人物はいなL、。

(sa-devakasmirp. lokasmirp.， n' atthi me pati-puggalo) (P2) 

なぜなら私は世間において[尊敬に]値する者(応供)、私は無上の師、

(aharp. (Vri. aha白)hi araha loke， aharp. sattha anuttaro) 

一人正等覚者であり、清涼となり平安(寂静)になっている。

(eko 'mhi samma-sambuddho， siti-bhuto‘smi nibbuto) (P3) 
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法輪を転ずるためにカーシーの都へ行く。

(dhamma-cakkarp pavatteturp， gacchami Kasinarp purarp) 
暗闇となった世間において、不死(甘露)の太鼓をば撃とう」と。

(andha-bhutasmirp (Vri.andhi-) lokasmirp， ahanhi (M.ahancharp.) 
amata-dundubhin (Vin. -dudrabhin)' ti) (P4) J 

(Mvg. 1.6.8: Vin.1.p.816.26， M.1.p. 1711012) 
rcウパカ)Iまあ友よ、あなたが自認するように、あなたは無限の勝者に
値しますのか」と (yathakho tvarp， avuso， patijanasi， arahasi ananta-
jino ti)。

「およそ誰でも漏(煩悩)が尽きるに至った人達は、まこと私のような勝

者達だ。 (madisave jina honti， ye patta asava-kkhayarp) 
悪しき諸法(生存の諸要素)に私は勝った。だから私は勝者なのだ。ウパ

カ(そこにおられるお方)よJと。(Jitame papaka dhamma， tasma 
ham Upaka jino ti) (P5) 
このように言われると、アージーヴィカ派のウパカは「友よ。[そうで]

あろう」と言って、頭を振って(領いて)、わき道を取って立ち去った

(evarp vutte Upako ajivako hupeyya avuso (M. huveyya p' avuso) ti 

vatva sisarp okampetva ummaggarp gahetva pakkami)oJ (Mvg.1.6. 
9: Vin.1.p.827へM.1.p. 17113017) 
この l節は、文章も優れており、説法に向かう仏の様子と気概が、異教の行
者との対話の形で簡潔に示される。『中部J(聖求経、 M.1.pp.17033-17117) は、
世尊の回想として 1人称で比丘達に語っているので、上の訳文の「世尊」を
「私」とする以外には、意味の変更を来たす異読・異文はなL、。ここの対話が

『論事J(Kathavatthu IV.8.7:p.2898o'9)にも同文で引用されている。
ここの趣旨は③ (orBHS)本 (CPS.10.1-11，SBV. 1.pp.13126-13226， Mv.II1. 
pp. 3沼2512ロ2_3泣27戸1臼2，Lαalι.pp.4刊05ゲ3_4061η6つ)や漢訳の資料 (σ『中阿含』巻5回6羅摩経，
T.2.777bザ11-2竺9，r破僧事』巻6T.24. 127aゲ1時問5臼2へ『衆許摩詞帝経』巻 7，T.3.953 
b14仁匂-c'，r傍本行集経』巻3お3，808a14-bヘ『方慶大荘巌経』巻11， 605c24-606a17， 
『過去現在因果経』巻 3，643c9-644a1、 『中本起経J(T.4.No.196，148a'oI5)、
『五分律』巻15，T.22.104a'l-b8、『四分律』巻32，787b'6d3)に伝えられてい
る。しかし西育代の竺法護課『普曜経』巻7には欠けている。諸伝承の聞に備
の増減を含めて彼此の異同がある O 仏が説いたと伝える偽は後漢末の曇果・康

孟詳謬『中本起経』と北宋代の法賢葬『衆許摩調帝経』の 2偶から大衆部系の
仏伝『マハーヴァストゥJ(Mv.)の9偽まである。このように多くの系統の
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伝承があるから、備や散文の諸伝承がどのような具合になっているのか、その

中から核心となる古い伝承の核を取り出すのが可能であるか、という問題を確

かめる上で、格好の材料がそろっている。上引の@本は散文も 5偽ともほぼ確
定した伝承を伝えているかのようである。それを確かめたい。まず根本説一切

有部系の③本では備が7備に増えている。いま@伝承と比較して見る(下線部
は⑨と一致部。 P1等は@の偶番号、 abcdはその句番号)。

『私にはいかなる師もない。私と等しい者はL、なL、。

(na me' sti kascid acarya， sadrso me na vidyati) [cf.P2ab] 
一人世間において正等覚者であり、最高の覚りを得ている。

(eko 'smi loke sambuddha1;， praptal; sambodhim uttamam) 

(Sl) [cf.P3c] 

一切を克服し、またもう一切を知り、一切諸法(生存の諸要素)に染まらず

(sarvabhibhul; sarva-vid eva casmi loke， sarvai品cadharmair api 

並旦也旦!!) [cf.P1ab] 
一切を捨て渇愛がなくなり解脱している。なぜなら自ら悟って誰を[師と]

名指そうか。

(臼sa訂rv刊arp-判1ト吋-j拘ahov吋ita仕-廿号切1)0 v吋imukta吟与1;， 笠豆笠E旦豆旦 hy abhiりj泊 y刊rなa k回amIn 1 
uddi迅seyam) (侶S2幻)[cf.P1cd] 
誰を師と名指そうかO なぜなら[私には]等しいものなく、並ぶものがない。

なぜなら自ら覚りを得て公言するものなのだ。

(kam uddiseyam asamo hy atulyal;， svayarp pravakta hy 
adhigamya bodhim) 

[私は]如来であり、神々や人々の師だ。一切知者の力を具えている。

(tathagato deva-manw;;ya-sasta， sarva-jna-balair upetal;) (S3) 
私は諸世間において[尊敬に]値する者(応供)だ。私は諸世間の無上者だ。

(aharp asmy arharp loke$v aharp loke$v豆旦旦旦旦主)
神を含む諸世界において私は魔を克服している勝者なのだ。

[cf.P3ab] 

(sa-devake$u loke$v aharp Marabhibhur jinaり) (S4) [cf.P2c] 
「およそ誰でも漏(煩悩)が尽きるに至った人達は、まことに私のような

勝者達と知られます。

(主唾hi型空生垣jneya，ye prapta asrava-k$ayarp) [cf.P5ab] 
悪しき諸法(生存の諸要素)に私は勝った。だからまこと私は勝者なのだ。

ウパガ(そこにおいでの者)よ。

(jita me papaka dharmas， tatopaga jino hy主主主旦) (S5) [cf.P5cd] 
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ノfーラーナシ一三丘三-j。法の太鼓をば撃つために。

(Bar句asirpgami号yamy生担turpdharma-dundubhim) [cf.P4bd] 

およそ諸世間において逆転されない法輪を転じるために。

(dharma-cakrarp pravartayiturp yalloke!?v aprativartitam) 

(S6) [cf.P4a] 

なぜなら善き人たちは世間の成り行きを知って輝かないのだ。

(na hi santa1) prakasante viditva loka-paryayam) 

なぜなら常に諸仏は平安で (SBV.覚りによって平静なかの仏違は)世間

への執著を越えているのだ。」

(santa hi nityato buddhas (8万V.ajna-nirvrta-buddhas te)， tirI).a loka-

vi抑制ikam)(S7) ~ (CPS.10.4-10:III.p.44314-33 [II.pp.130，140のテキス

トは使わなLワ，SBV.I.p.1325-24.) 
@伝承の偽 (Pと略す)と上の@本の偶 (Sと略す)とを対照して見ると、

上の 7備のうちの S3とS7とはPにはない。 S2はP1と対応し、 S5はP5と

対応し、両者の間に単語の変更や交替が少ないが皆無ではなLい、、。 Pと比べると

Sにおいては不変化詞 (ωS2:e肝va，c伺a，hy， S5d: hyり)の付加や動詞類の変更

(P1αt也a早ha-kkhay刊e，S2cα:v吋it旬a-圃廿号押早Oα，P5a広:honti， S臼5a広:jn琵ne句ya心)が見られ、 名

調 (S2a:loke)の付加もある。とはいえ最も変更の少ないこの両偶は古い伝承

を残している可能性がある。最初の SlはP2abとP3cとの内容に対応し、最

後の句 (d)が変更になっている。このように半偽または4半偶単位の移動や

語句の変更が著しL、。さらに単語の変更もある。ということは、韻文は韻律の

制約があるから、変化を受けにくく、古い形を保存している、というような言

説は、ここでは全く当たらないいうことを意味している。韻律も詩形も語句も

変えられるのである。「カーシーの都J(P4b)が「パーラーナシーJ(S6a)と

なる。語句は違っても意味はそう変わらない。確かにPと比べると Sの方が

新しく増広した 2備を加えたように見える。その中でS7は孤立しており、校

訂者達(特にE.Waldschmidt，CPS. Teil II 1957， Teil III 1962の二度に亘る

校訂)の仕上げた跡(註記等)に見られるように、本文の伝承にも動揺の跡が

あったのである。当該の箇所 (CPS.10.1・11)は1957年に初めて、西域北道一

帯から発掘された写本の解読と⑤仏伝刊本 (Mv.とLal.)さらに仏教詩花集

(N.P.Chakravarti ed~ uc必nava得.aSanskrit Paris 1930， Udv.)を参照して校
定本を作った (CPS.II.pp.126-132)。その後1962年に CPS.III末尾にギルギッ

ト (Gilgit)写本 (SBV.写本)を用いた改訂版を公表している。この 2本を

比べるだけでも備の語句の異同を知ることができる。『ウダーナヴァルガ』
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(Udana-va培a，Udv.)は、ベルンハルトが西域北道写本の諸断片から完本を仕

上げて公刊した (FranzBernhard， Sanskrittexte aus den Turfanfunden X 

Udanavarga， Gottingen 1965) 0 Udv.の第21章は「如来品 (Tathagata-

varga)Jと呼ばれ、上掲の 7偶 (Sl・7)を始めとする18侮を含む。ベルンハ

ルトは異読と併行例を可能な限り脚註に記している。それによって Sl-7の7

備の異同がほぼ明瞭になる。彼が触れえなかったのは、ニョりが校定したギル

ギット写本『破僧事』の公刊である (RanieroGnoli， The Gilgit Manuscript 

of the Sanghabhedava芯tuPart 1 Roma 1977)0 Udv.は説一切有部の法救

(Dharmatrata、2世紀頃)が編纂したものといい、西域に多く行われた。漢

訳本もチベット訳本もあり、法句経の増広本の一種のように考えられる。

Udv.21の偽は、北宋代の天息災課『法集要領経』巻2r如来品第二十一」の
最初 (T.4.No.213，787b)にある。また今問題の物語を含む註釈本には、晋世

沙門法矩共法立諜『法句響輸鰹』巻3(T.4.No.211，594b)と跳秦涼州沙門竺

併念課『出曜鰹』巻20(T.4.No.212，717b幽718a)とがある。それらには後で

触れよう 1九

『ウダーナヴァルガ~ (Udv.) 21は、先に見てきた S2，S3， S4， Sl， S5， S6， 
S7の順序で並んでいる。最初の 21.1のベルンハルト本は次のように S2に近

L、。

sarvabhibhub sarva-vid eva c色旦i，旦立主isca d坦盟主i1)ca na 

h旦監
sarvarp.-jaha1) sarva-bhayad豆旦旦担些，笠笠呈旦 hyabhij泊 yakam 

M型金担旦!/ (p.278'-5，下線部はPlと一致する語句を示す。)
しかしこれは S2とは全同ではない。 c句第 2語が相違しているが、

Chakravarti本には P1c第2語 (taI).ha主khaye)に近い異読 (tr切a-同aye)

がある(これはベルンハルトが註記している)021.7の前半は先の S7abと同

じであるが、後半は全く異なって

副首ayantoviraja1) padarp詰nta・m印刷早a1)(心平安なる者達は離垢

の境地を教示しつつ Udv.2L7cd)

となっている。その漢訳 (f出曜鰹~ T.4.718aペ『法集要煩鰹~ 787c向)は

智人不レ慮レ愚 観レ世而障レ化 説二於無垢跡ー 永息無レ有レ上

とあって、 Udv.21.7に意味が近いところが認められる。

ウパカ (Udv.21.5d:Upaga)に対して世尊が説いたと伝える備は、 Udv.に

おいて18偶に増広されたとも見える。しかし漢訳に伝える註釈書では 2偶

(f法句害輸経~)または 3 偶 (f出曜鰹~)が取り上げられるに過ぎない。少数
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(破2)に共通であるが、 『衆許摩詞帝経』はその後半を欠いている。半備さ
らに 4半偶単位の移動、交替が見られる。そしてこの経が散文で述べるところ
が、他では備になっている。この場合には散文が韻文に改められるという傾向
を示すものと考えられる。

偶数が少ない点では、後漢末の曇果と康孟詳との共罪『中本起経J(T. 
4.No.196， 148a)の相当箇所がある。ここにも悌言として散文で記す部分に、
他の偽 (SやP) と対応する箇所がある。それらと SやPとの対応関係を見
ょう。
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の備が増広されるという傾向が認められるというべきであろう。また Udv.に

は異読や異文が多く、韻文は変化を受けにくいというような原則は当たらな

根本説一切有部における当該の伝承では⑤本が最終段階にあるのであろう。

それより古い義浮誇『根本説一切有部毘奈耶破僧事J(r破僧事』と略)巻6
(T.24.127 a20-25) には、ほぼ最初の 3偶 (Sl，2，3)に対応する 3備があるだけ

である。

我今不二従レ師受v業 亦無三比類同二於我ー [cf.S1ab，P2ab] 
世間所レ醸レ開レ費者 唯我一人善能暁 (破 1) [cf.S1cd，P3c] 

一切通達超二出世ー 而於二諸法一無レ所レ著 [cf.S2ab，P1ab] 
威皆棄捨讃ニ解脱ー 自然畳悟不レ従レ師(破2) [cf.S2cd，P1cd] 

既無レ有三人類二於我一 所以自然費二一切ー [cf.S3ab] 
如来天人大導師 己謹二一切智一力具(破3) [cf.S3cd] 

以上の 3備の中で S2に当たる第2偶(破2)のみがが P1と対応するが、 Sl
に対応する第 l偽(破 1)は Sldに対応する語句を欠き、 P2abとP3cの内

容に対応している O

また『破僧事』に近い仏伝を含む法賢諜『衆許摩調帝経Jの相当箇所 (T
.3.953b)には、 2偏(5言8句)しかないが、悌言として散文で記す部分に
も、 SやPと対応する語句がある。今それらと SやPとの対応関係を摘記し

てみる。

我今無レ所レ師 慮レ世濁無レ{呂 [cf.S1ab， P2ab] 

悟二正等菩提ー 為二最天人師ー (衆 1) [cf.S1d，3b] 

知二世間諸法ー 不レ染亦不レ断 [cf.S2ab，P1ab] 

具二一切智力一 宮レ降二魔羅軍一 (T.3.953b21-24) (衆2) [cf.S3d，4d] 

(悌言)如レ是了知及得二漏章一。降二伏罪業ー故競為レ悌 (953b26)

[cf.S5a，P5ab] 

[cf.S6abc， P4 (b) da] 

八正畳自得

愛壷破二欲網ー

無レ離無レ所レ染

自然無二師受ー

[cf.M1 b， P1 b， S2b] 

(中 1)[cf.M1cd， P1cd， S2cd] 
我行無二師保一 志濁無二伴侶一 [cf.M2ab， P2ab， Slab] 
積二一行一作レ悌 従レ是通二聖道一(l48a69) (中 2)

[cf.M2cd， P3c， Slcd] 

(悌言)往二波羅奈固一撃二大法鼓ー轄二大法輪一。

嘗レ説二世間未曾有説ー。亦復宣二示過去悌救一。

(優時間レイ弗塵曇如行O 傍告二党志_148a10) 

吾欲下詣二波羅奈園一 撃二甘露法鼓ー [cf.M7ab，P4(b)d， S6ab] 
縛中無上輸上。三界衆聖未丁曾有丙縛二法輪一。 [cf.M7cd， P4a， S6cd] 
遷レ人入二泥恒一。如乙我今甲也(l48a1目)

第1句は八正道によって自ら覚ったの意であろうが、独特である。それを別と
すれば、ほぼ P1(S2， Ml)と P2(Sl， M2)に対応するようである。散文部
分は、大体P4(S6， M7)に対応するように見える。散文が後に偏に改められ
たことを示唆する用例である。仏に出会った人物は党志(バラモン)の優呼

(ウク、ウウ、元・明本では優呼)とあるが、原語がよく分からなし、。彼は仏

のことばに大いに喜んで賛意を表している点は他と異なり、後で見る『過去現

在因果経』巻 3 (T.3.643c) と近い。『中本起経』のこの箇所の仏のことばは
全く同文で菅代の法矩と法立の共誇『法句警輸経』巻 3 (T.4.No.211， 594 
b1421) に出ている。ただしそこでは党志の名は憂呼という。仏のことば(上掲
の2偽)に対して、「憂呼聞レ偶帳佃不レ解。即間二世尊ー塵曇如行。悌告二党志

一(憂呼は備を聞くも、うらみあきれて解せず。即ち世尊に問う。崖曇よ。い

ずこに行くや、と。悌は党志に告ぐJ594b18)、とあるように、彼は理解でき
なかった。その後の仏のことば(上掲の 3行)を聞いて、喜んで賛意を表して
別れるが、その夜半に死んだという。上掲の第2偽(中2)は竺傍念誇『出
曜経』巻20(T.'4.No.212，717b)にも、同じ状況で党志(憂毘党志)に説かれ
た仏の第1備として同文で出ており、語釈のあと、次の 2侮も説かれている。
己勝不レ受レ悪 一切勝二世間一 [cf.Udv.21.5cd，M4cd， P5cd， S5cd] 
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嘗レ令二世間知レ法離U欲。 (953b28_C1)

これは『破僧事』の第 2偏後半(破 2cd，cf.S2cd，P1 cd) と第3偽初 3句(破
3abc， cf.S3abc) を欠いたような形である。ここでともに第 l偽(破 1、
衆 1)を共通とする。破 1は@伝承の P2abとP3cの内容からなり、衆 1は
P2abとP3bの内容を含む。@伝承の第 1偽 P1のみは『破僧事』の第 2偽
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叡智廓無レ彊

今往二波羅奈ー

首レ縛四於法輪

開レ蒙我為レ勝 (717C20'21) (出 2)

欲レ撃二甘露鼓ー

[cf.Udv.21.6ab， M7ab， P4a(b)d， S6ab] 

未三曾有二蒋者一 (718a2.3) (出3)

[cf. Udv.21.6cd， M7cd， P4a， S6cd] 

この第 2偶は P5(S5)に似ているところがあるが、確定しにく L、。第 3偏

(出 3)は P4(S6)に対応し、 Udv.21.6の漢訳に当たる。『中本起経』や

『法句害輸経』巻3で散文で表された内容が、韻文化された l例とも考えられ

るω。

大衆部系の仏伝Mv.の相当箇所(III.pp.326-327)の最初の 4偶 (M1等と

略)は大体P1(S2)、P2(Slab，c)、P3ab，2cd(S4ab，c)、P5(S5)と対応

し、 M7はS6(P4)に対応するが、他の 4偽 (M5，6， 8， 9)はほぼ独特のよ

うである回。これによって見ると、半偶や4半偏単位の移動・交替がないのは、

P1 (S2)とP5(S5)に絞られてくる。 Mv.はこの後に『神 (devata)が空

中で偶を述べる』といって、 l偶を加えて、仏を避ける者は幸いを失うという

趣旨を述べている凶。

これに対応するところの多い惰代の闇那幅多課『悌本行集経』巻33(T. 

3.808ab)では、世尊が述べたという備は Ml-7とは処々に順序が違い、 M と

は異なる句もあって 8偏になっているが、よく一致していない。 M8とM9と

はこの経には知られなし、。そしてここの備はむしろ@伝承の 5偶 (Pl-5)と

それに対応する Sl，2， 4， 5， 6を基礎にして、適宜に半備、四半偶単位の移動

や交替を行ったように見える。その中で第 7偏(仏 7cd)は、 SやM等には

見られない Pの半偽 (P4cd)に対応する。必ずしもMv.の源泉とは一致しな

いのである 15)。

この経は世尊の備の他に「有偏説」といって仏の特性を語る難解な4備を加え、

さらに行者(優波伽摩 Upagama婆羅門)の昔の親族であった天神が彼に忠

告する 2備を加える。話題が拡大したのである。この中で「有偶Jという 4偽

( 7言16句)は 2世紀頃の馬鳴 (Asva-gho!?a) の戯曲詩『仏所行讃

(Buddha-carita)J (XV.8-11)に由来している 16)。馬鳴はその第15章の最初で

13備をもってウパカと世尊との対話を詠う。その漢訳(賓雲訳)r悌所行讃』
巻 3 (T.4.29aI8.24) には 5言36旬(18偶)がある。世尊に遇った行者は党志

憂波迦といい、比丘(乞食)の生き方をしていたと記す(同 28c，29aI8.29)。チ

ベット訳では彼は比丘 (dge-slon)であり、「近づいて来たものJ(白e-barキons=
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③Upaka，or Upaga)と呼ばれている 17)。馬鳴は散文で伝えられていたと思わ

れるウパカのことばも、世尊の動向をも韻文で詠いあげたのである。まさに散

文の韻文化である。

大乗仏教系の仏伝Lal.の相当箇所 (pp.405-406)には 6偽あって、その最

初の 3偶(L1， 2，3)はSとPとに対応するが、後の 3偽 (L4，5， 6)は同じ

半備を 3回繰り返すことによって増広したような形である 18)。

これに対応するはずの竺法護課『普曜経』巻7には対応する箇所はない。こ

れを増広したような唐代の地婆詞羅誇『方慶大荘巌経』巻11 (T.3.605c-

606a)には、対応する偽はわずか 3傷半(14句)で、一部は散文になってい

る。その14句と散文とが一応 Ll-6の内容を適宜に示してはいるが、むしろ

Pl-5とそれに対応する Sl，2，4， 5， 6の半備や4半偶をいろいろに配列した形

のように見える。その中で第3傷後半(方3cd)は、 S'M・L等には連続し

ているのが見られない Pの半偏 (P4cd)に対応するものである 19)。 ここには

PやSに対応しない旬もあるが、ここでも散文で説かれている内容の l部が

他では備になっている。散文が韻文の製作に先行したのではないのか。このこ

とをはっきり示しているのが、求那蹴陀羅謬『過去現在因果経』巻 3 (T. 

3.No.189， 643c)である 20)。これまで触れた資料では行者(優波伽)のことば

は散文で述べられえていたのであるが、この経では 2偶半(5言10勾)の偶

で示されている。これは『傍所行讃』を真似たような内容である2υ。それに答

える世尊の偶は 5偽(5言20句)からなる。そこに蓮華が泥水に染まらない

という響喰(過 2cd，M5ab)を含むほかは、大体PやSの数句を含む内容で

ある。行者は感嘆して大いに敬意を表して去ったという。行者は仏の讃美者に

変貌している。

以上@資料を主として漢訳と比較しながら見てきたが、韻文(偽)が半偶ま

たは4半偽の組み合わせで変更された形になり、また単語が同意の他の語に換

えられる例を見た。そして韻文は変化や増広を受けやすいことをも知った。そ

れでは@聖典の伝承にはその傾向がないのか。これが問題である。これを確か

めるに当たって、まだ触れなかった漢訳の資料を取り上げてみたい。

『中部J26 I聖求経」に対応する『中阿含』巻町羅摩経 (T.2.777b)は、
当該の箇所に次の4備を含む。

我最上最勝 不レ著二一切法一 [cf.P1ab] 

諸愛壷解脱 白畳誰稽レ師 (羅 1) [cf.P1cd] 

無レ等無レ有レ勝 自費二無上畳一 [cf.S3ab] 

如来天人師 普知二成就力一 (777bI6.19) (羅2) [cf.S3cd] 
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勝者如レ是有 調得ニ諸漏謹一

我害二諸悪法ー 優陀故我勝 (777b品目)

我至二波羅奈一 撃二妙甘露鼓ー

(羅3)

[cf.P5ab] 

[cf.P5cd] 

[cf.P4 (b) d，S6a] 

轄下無上法輪 世所去未二曾縛ー (777b26-27) (羅4) [cf.P4a，S6cd] 
これは根本説一切有部系に特有の偶 (S3)を含むことによって、有部系とい
う『中阿含』も同じ伝承を持っていたことが確認される。他は P1・P5・P4
に対応するが、波羅奈 (BaraI)asi)といってカーシーの都としない点で、 S6a
に合い、甘露鼓という点において P4dに合うということになる。行者の名を
ウダ(優陀)というところは独特である。しかしその他においては大体におい

て1偶単位でPまたはSに対応している O
「五分律」巻15(T.22.104a)の当該の箇所にも 4偽あるが、世尊が説いた
のは 3偽だけで、最後の l備はバラモン(党士)の昔の親族で天に生まれた神
が彼を誠めることばである。この点はMv.111.p.327でも見た。世尊の偶だけを
挙げて見る。

一切智為レ最 無レ累無レ所レ染我行不レ由レ師 自然通二聖道一(五 1) 

[cf.P1] 

唯一無レ有レ等 能令二世安際ー [cf.P3cd] 
宮下於二波羅奈一 撃中甘露法鼓上(104a 25-28) (五2)[cf.P4 (b) d，S6ac] 

能除二一切結ー 滅二童三界漏ー [cf.P5ab] 
催二破諸悪法一 是故我為レ勝(104b'-3) (五3)[cf.P5cd] 
この 3備は Pの完全な 2偽 (Pl， P5) と2つの半偶 (P3cd，P4bd) と一致
する。波羅奈という点は S6aに一致する。ともあれこれは偶数も少なく古形

を示している可能性がある。

『四分律』巻32(T.22.787c)の当該の箇所には⑦と同じく 5偶を含むが、
下に見るように順序は半偽単位で違っているところがある。

一切智為レ上 一切欲愛解 [cf.P1ab] 
自然得ニ解悟ー 云何従レ人皐 (四 1) [cf.P1cd] 

我亦無レ有レ師 亦復無二等侶ー [cf.P2ab] 

世間唯一仰 潅然常安隠 (四 2) [cf.P3cd] 

我是世無レ著 我為二世間最ー [cf.P3ab] 

諸天及世人 無レ有二輿レ我等一 (四 3) [cf.P2cd] 

欲下於二波羅奈ー 轄中無上法輪上 [cf.P4 (b) a， S6ac] 

世間皆盲冥 嘗レ撃二甘露鼓ー (787cl-8) (四4) [cf.P4cd] 

我脱二一切結一 得レ蓋二於諸漏ー [cf.P5ab] 
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我勝二諸悪法ー 優陀我最勝 (787dl12) (四 5) [cf. P5cd] 
これらの 5備が、 Pl-5と一致しており、この Pの5備が古形を示している可
能性はある。しかしすでに触れたようにさらに絞られる可能性がある。
これまで煩雑なまでに見てきたように、備が増広される傾向があり、単語や
また短い語句の変更や、さらに半偽または 4半偶単位で移動し交替する現象を
見てきたO また散文が書き換えられて韻文(偶)になる例もあった。当該の箇
所の@伝承ではそのような傾向が考えられないのか。まず『律J(大品)と
『中部J26 i聖求経」の他に、これらの備、または類似の備が伝えられている
ことを、どう考えるかという問題がある。まずP1は「ダンマパダ(法句経)J 
(Dh.) 353偶と同一である。その註釈 (DhA.IV.pp.71-72)は、まさしく同
じ状況で大師がウパカに対して述べたのが、この I偶であったという。 5偶の
伝承よりも l偶の伝承の方が古いのか。しかし後者は註釈説であるから、後世
(恐らくは 5世紀)の作品であろうから、資料上は前者に劣るといわなければ
なるまL、。にもかかわらず古い伝承に遡ることはないであろうか。
P1 (= Vin.I.817-20=M.I.17136 = Dh.353)に対応する偏には、これまで見てき
たように Sl，M1， Ll等の⑤資料もあるが、それぞれ多くの異読があった。し
かし⑤や@の資料には P1の初3句は、多少の変更を伴なうが、幾つかの備と
共通である。

ちがやいばら

仏が故郷を訪ねた時、父王に「茅や茨や砂利を踏んで足が痛まないのか」と
問われて、先のMv.の第 1偽 (Ml) と初3句がほぼ同じ偽を述べている
(Mv. III.118811，下線部は Plと一致するところ。以下も同様)0
sarvabhibhu sarva-vidu ham asmi sarvesu dharme与uanopaliptal;j 
[cf.P1ab，S2ab] 

sarvarp_-jahe主盟企主盟主a豆旦旦担ona madr句 sarp_prajanetivedanaj j 
[cf.Plc，S2c] 

ちがやいばら

最後旬は「私のようなものは、[茅や茨や砂利にも]苦痛を感じなL、」の意。初3
句は M1よりも P1に近い。

『スッタ・ニパータJ(Sutta-nipata， Sn.) 1.12 i牟尼経J(Muni引 uta)第
5偶 (Sn.21l)には

『一切を克服し、一切を知り、よく賢く、一切諸法(生存の諸要素)に染ま
らず (sabbabhibhlup_ sabba-vidurp_ sumedharp_， sabbesu dhammesu 
an首palittarp_)、

一切を捨て渇愛尽きて解脱している:まさにその方をも賢者達は聖者と知る
(sabb也n-jaha叩 taI)ha-kkhaye vimuttarp_， tarp_ vapi dhira munirp_ 
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vedayanti)ojj 

とある。そしてこの註釈 (Rαramattha-jotika，Pj. II.pp.258・261)はウパカと

関係付けて、この備を世尊のことばとして註釈している。「その方を」とは世

尊自身を指すという。また『相応部IIjj21.1 0 Theranamaには、一人托鉢に

村に入り、一人還り、一人独処に坐り、一人経行をする独住者で、独住を讃美

するー上座比丘をたしなめて、世尊が説いた偏に

r 11 11 11 その人を私は独住者という (11 11 11 tam aharp naram eka-vihari 
ti [brumi ti]) 0 jj (S且p.2843.6、 H は上記と同一句を略示する)

とある。世尊は独往 (eka-vihara)とは、

『およそ過去のものは捨てきり、未来のものを捨て去り、また現在自己の存

在を得たものに対して欲貧をよく制している (yarp atitarp tam 

pahinarp/yam anagatarp tam p叫inissattharp/paccuppannesu atta-

bhava-patilabhesu chanda-rago suppativinito) jj (S.l1.283路 34)

と教え、このようにして独往は広く円満したものとなるといってから、上の備

を説くのである。これに対応する漢訳『雑阿含』巻38(1071) (T.2.278b6'8) 

には

悉映ニ於一切ー 悉知二諸世間一 不レ著二一切法ー 悉離二一切愛一

女日レ是築住者 我説為二一住ー

とある。『別葬雑阿合経』巻 1(10) (T.2.No.100，376b18.'9) にも

一切世間 我悉知レ之 捨ニ棄一切一章二諸愛結一如レ此勝法

名為ニ濁住ー

とある。ともに 6句となっており、第5句が加えられている O

このように Plは初3句と第4句とに分解され、 4様の偏になっている。ど

の形が最古の姿かは、容易に判定できない。しかしこの初3句は早くより固定

され、広く用いられたのである。なおこの Plの初3句は実は難解な意味内容

を含んでおり、一度聞いて分かるわけはなL、。それについては後で考えよう。

P2の後半 (cd)とほぼ同じ半偶は他の 4箇所に次のように出ているO

sa-devakasmirp lokasmirp， n' atthi te pati-puggalo (D.l1.2884， A. 

II.2427=It. 123， Sn.544cd) 

P2との相違は、 me(私に)を te(あなたに)に換えただけで、いずれも仏を

指している。また P2b(sadiso me na vijjati)は『長老偶jj(Thera-gatha， 

Th)の大迦葉の偶 (Th.l087d)に出ている。『仏国土における限り大牟尼を

除いて、頭陀の徳において私は優れている。私と等しい者はいない。』という

趣旨である。このようにパーリの備は半偽、または4半偽単位で、いろいろに
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組み合わせて構成されている。なお P2cdは⑤資料では分解されて S4c、M3c、

L2dに類句があるに過ぎないように、 4半偽単位の異同が認められたのであ

る。もうこれ以上は触れないが、前世紀初頭にフランケ CRudolfOtto 

Franke 1862-1928)が精査したパーリ聖典の備の併行例の集成は、 4半f局、

半偽単位で種々の備ができていることを示したのでる制。

このように備の伝承には異同が多く、共通の古い原型を見出すのが、必ずし

も容易ではない。上の詮索で l備の初3句 (Plabc)が古い伝承の核であるこ

とが推定されるくらいである。

むしろこれに反して、散文の部分の趣旨は変わらないことが多いようである。

今の乞食行者と世尊との対話の節がそうである。③本 (CPS.I0.1-2，SBV. 

I.pp.13226-1324) も『破僧事』も@伝承と一致する。アージーヴィカ派の行者

が仏に遇って、仏のお顔が明るく澄み肌が美しいことを褒め、誰を師とし誰の

教え(法)を奉じているかを問う点で全く一致している制。

他の伝承においても同様である。例えば『四分律』には、

「程曇。諸根寂静 顔色恰悦。汝師是誰。為二従レ誰拳ー。為レ撃二何法ー」

CT.22.787b27.28) といい、『中阿合J巻56緩摩経にも同様に、

「賢者塵曇。諸根清浮。形色極妙。面光照耀。賢者崖曇。師為二是誰一。従レ

誰拳レ道。為レ信二誰法ーJ(T.2.777b山 4)

とある。この趣旨はどの伝承にも共通するのである。

ここで、仏に出会ったという乞食行者について触れておく。その名を示さず

単に「或るアージーヴィカJCLal.: anyatama ajivika， r方慶大荘巌経jj:外道
阿字婆)というものから、@と同じウパカ (Mv.:Upaka ajivika、『悌所行讃』

巻3:党志憂波迦)、更にウパガ (CPS.: Upaga ajivika、『衆許摩調帝経jj:

烏波識仙人、『過去現在因果経jj :外道優波伽)、ウパグ (SBV. : U pagu 

ajivika， r破僧事jj :外道親近)、この他に優波伽摩乞婆羅門 (Upagama，
『締本行集経jj)、党志優婆香婆(Upa-jivar五分律jj)、異撃優陀 (Uda，r中
阿含jj)、優陀耶党志 (Udaya，r四分律jj)とも言う。また党志優呼(元・明
本:憂呼『中本起経jj)、憂呼 (r法旬響輸経』巻3，T.4.594b)、憂毘党志 (r出

曜経』巻20，T.4.717b'8)なと、原語が分からないのもある。彼が多くの伝承に

あるようにアージーヴィカ行者か、それともバラモン(党志)かも一定しなL、。

一見種々の名前が伝えられているように見えるが、例外を除くと「ウパJ

(upa-，そばに、近くに)が共通しており、どれも「近くに(傍に)やって来た

者」を意味する。本当の名ではなくてあだ名の類であろうから、諸伝が一致し

ないのかも知れなL、。但し乞婆羅門ともあるように、乞食の行者の姿が伝承の
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中に多く見える。@註釈の伝承は彼を裸行の乞食の行者(沙門samal)a)とす
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る24)。
sabbam catu四bhumaka-dhammam avedim an白昼sim. sabbesu 

dhammesu anupalitto ti sabbesu te-bhumaka-dhammesu kilesa-

lepena alitto. sabban刊hoti sabbarp te-bhumaka-dhammarp jahitva 

thito. tal)ha-kkhaye vimutto ti tal)ha-kkhaye nibbane arammal)ato 

vimutto)oJJ (VinA. V.9649-17) 

とL、ぅ。諸法を私は一先ず生存の諸要素と解したのであるが、その最も広い意

味では、輪廻の境遇(三界ニ欲界・色界・無色界)にあるものに属する生存の

諸要素と、輪廻を超えた覚者に属する存在の要素(出世間法)とを含む。また

三界に属する諸法は捨てるべきものと考えられ、輪廻を超えた出世間の法が求

められている。しかしその諸法は実際どのようなものか、特に出世間法は何か、

と問題が残っている。『相応部』の註釈には次のように言う。

n一切を克服しJとは、一切の議・処・界と三種の生存(三有、三界にお
ける生存)とを克服している。「一切を知り」とは、上述の類の一切を知っ

て明らかにしている。「一切諸法(生存の諸要素)に[染まらずJJとは、
同じそれら諸法に渇愛・見解という汚れによって染まらない。「一切を捨

て」とは、そこでその同じ一切を欲貧を捨てることによって捨てている。

「渇愛が尽きて解脱している」とは渇愛が尽きることと呼ばれる浬繋にお

いてそれを対象とする解脱によって解脱している (sabbabhibhunti 

sabba khandhayatana-dhatuyo ca tayo bhave ca abhibhavitva 

thitarp. sabbaーvidunti tarp vutta-ppakararyt sabbarp viditarp pakatarp 

katva thitarp. sabbesu dhammesu ti tesv eva dhammesu lepehi 

anupalittarp. sabba行ーjahanti tad eva sabbarp tattha tal)ha-ditthi-

chanda-raga-ppahanena jahitva thitarp. tal)ha-kkhaye vimuttan ti 

tal)ha-kkhaya-sa白khate nibbane tad四arammal)aya vimuttiya 

vimuttam)oJJ (SA且24311口)

と。ここには出世間の法には触れないが、一切とは五麗 (5種の集合体ニ色・

受・想・行・識)、十二処(12種の認識領域ニ根・耳・鼻・舌・身・意;色・

声・香・味・燭・法)、十八界(18種の認識の要素=眼界・色界・眼識界・・・

意界・意識界・法界)であり、生存を構成している現象的な諸要素である。そ

れらを克服し捨てているというのである。そして経に散文で「過去のものは捨

てきり、未来のもの捨て去り、また現在自己の存在を得たものに対して欲食を

よく制している」というのも、欲貧を捨てることによって過去や未来の五離を

ば捨てることを意味しているとL寸。自分の生存の現象的な諸要素である五磁

を生きている限り捨てられないと思われるが、捨てきったも同然に囚われなく

このような無名に近い行者との対話が、生き生きと伝えられているのは、こ

の対話も世尊の記憶に残って、後に人々に伝えられたのが、伝承されたに違い

なL、。伝承の中には偽の増広も認められるのであるから、後人の文飾の可能性

は常にあるにしても、伝承の核になるものは仏自身に由来するであろうと思う。

その際に世尊が説いた偶が何であったかは、確認しがたいが、パーリ(⑨)伝

承の第 l偶 (Pl)のような備に、たどり着いたようにも思う。仏が初めて自

分が何であるかを人に語ったことばを、このような備の形で伝えるのは仏陀観

を定着させるためには十分な意味がある。

上引の@文では、教えを意味する単数の法と、生存(心身の存在)の現象的

な諸要素としての複数の諸法との、 2種の法が示される。ウパカは世尊に「誰

の法(教え)を信奉しているか」と問う。それに対して世尊は、「私は一切を

克服し、一切を知り…正等覚者であり…勝者なのだJと答える。ウパカが問う

法は単数の法であって、宗教的・実践的な教え、或いは修行法(恐らくは当時

の宗教家達の主義主張や流儀の類)をも意味しているであろう。

世尊が「法輪 (dhamma-cakka) を転ずるために」カーシーの都(ニ

Baranasi)へ行くというのは、説法するために行くのであるが、その法は教

えであり、宗教的な教えと修行法をも含意しているはずである。

世尊が「一切諸法に染まらず」、「悪しき諸法に私は勝った」という複数の諸

法とは、自分の心身の存在(生存)を構成し特徴付ける諸要素・諸属性という

べきであり、上に渇愛や漏(煩悩)という語で示されるのも、その諸法に含ま

れるのである。先に Plの初3句が難解であるといったのは、 4回も繰り返さ

れる一切 (sabba)とは何か、そして一切諸法とは何かが自明でないからであ

るO これについて⑨註釈書を見ると、「大品」の註に

rl"一切を克服し」とは、一切の[欲界・色界・無色界の]三地(三界)
に属する法 (te-bhumaka-dhamma)を克服している。「一切を知り」と

は一切の[欲界・色界・無色界・出世間の]四地に属する法 (catu-

bhumaka-dhamma)を知ったニわきまえた。「一切諸法(生存の諸要素)
げが

に染まらずJとは、一切の三地に属する諸法に煩悩の汚れによって染まら

ない (kilesa品penaalitto)o 1"一切を捨て」とは、一切の三地(三界)に

属する法を捨てている。「渇愛が尽きて解脱している」とは渇愛が尽きた

浬繋において[心・識の]対象から解脱している (sabbabhibhuti 

sabbarp te-bhumaka-dhammarp abhibhavitva thito. sabba-vidu ti 
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なっている、というのであろう。

もう一つの註釈 (SnA.=巧且260-261)田)も同様に一切を麗・処・界とする趣

旨であるが、特にその他の諸法をも含めて

『またそれら[諸法]とその他の[諸法]との一切諸法を一切のあり方に

よつて知つたから「一切を知るJ(αte白sa拍白 C凶aanf白nesa白 casabba-
dhamma釘加narps臼abbakarenavidi江ta剖tt怯品 s臼abb加a-吋引v凶idUJTI)J (乃1

と述べている。ともあれ、このような人間存在についての基本的な見方が分か

らない限り、この備の意味が分からないのである。五謹等の教えは散文の資料

に説かれている。偶が古くて散文は新しい伝承に属する、とは街単に言えない

はずである。意味が分からない限り仏の教えは理解されないのである。理解さ

れないものは記憶にも残らず伝承も難いであろう。

世尊が勝者だというのは、実は自分に勝った、自分の煩悩に打ち勝ったとい

うことである。その高揚し自信に満ちた仏のことば(偶)は、ウパカを立ち去

らせるにまかせたと、諸伝承は一致している。中村元(1992)rゴータマ・ブッ
ダIJ(p.471)が「ゴータマ・ブッダはここで異教徒を説得することに失敗し

うそぶ

ている」と評している。 P1のような難解な詩(偶)を痛いたためにウパカに理

解されなかったのかもしれない。しかしウパカは後日、仏を訪ねて教え(法)

を聞き、倍るところがあったという伝説がある(巧 I1.pp.25823-26025)2ヘ
ともあれ世尊には成道の後しばらく、党天勧請にいたるまで、諸伝承の中に

想像されたような心身の危機は、今や全くないように、世尊は美しく還しく伝

道の道を歩み始めたことが示されている。

世尊がその後どこを通ってパーラーナシーへ行ったのか。@伝承は簡潔に

『さて確か世尊は順次に旅を続けて、パーラーナシ一、仙人住処・鹿野苑

へ五人組の比丘達のもとへと近づいた (Athakho bhagava (M. 

khvaharp) anupubbena carikarp caramano yena Ba尚早asi

Isipatanarp Migadayo， yena panca-vaggiya bhikkhu 

ten'upasaokami)oJ (Mvg. 1.6.10: Vin.1.p.831.34， M.1.p. 17118.20) 
とL、う。根本説一切有部の③資料もこういう。

『さて世尊はカーシ一地方に旅を続けて、パーラーナシーに着いた (Atha

bhagavan K話i$ujanapade与ucarikarp caran Varal).asim anupraptal).)oJ 
(SBV. p.13323， CPS.ll.l) 

しかし或る⑤資料 (Mv.，Lal.)と漢訳経典の中には、世尊がブッダガヤーか

ら出発して、いろいろな村落を経てからガンガー河を越えてパーラーナシーに

行ったという、都合10程の地名が挙がっているが、途中の地名の大半は種々
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に異同・出入があり、 }I国序も一定せず、それらの位置を確認することが困難な

ものばかりである。これらが或いは世尊がガヤーから西に向かつてパーラーナ

シーへ行ったことを示唆する伝承であるのかどうか、よくは分からな~，27)。はっ
きり分かっているのは、世尊がブッダガヤーから北にガヤーに向かったという

だけであろう。ガヤーから西に向かえばパーラーナシーへの最短距離で200km

余ほどであろうが、@資料にもその聞の集落等に触れるものもないようである。

ガ、ヤーから集落伝いに当時栄えた市町村を経て北に進み、ガンガー河を渡って

西へ進むとパーラーナシーに至る。この経路は古くから知られている 28)。仏も

またこの道を行ったのかも知れなL、。世尊はガンガー河を渡るところで船頭に

船賃を請求されて、神通力で空を飛んで渡ったという伝承もある2九このよう

に迂回して行くなら、その距離は300kmを遥かに越えるであろう。どこを乞食

しながら歩いて行ったにせよ、容易ではなかったはずである。しかし仏は入滅

の前夜まで歩いて旅をしたというのである。雨期の定住を別とすれば一生乞食

して歩き続けたのである。これには私は驚嘆するばかりである。

3 五比丘との再会と信頼獲得

五比丘は、世尊が遠くからやって来るのを見て、互いに申し合わせた。

rr友よ。あの沙門ゴータマがやって来る。費沢者で精勤を止めて費沢に
なったのだ。決して彼に挨拶しではならぬ。迎えてはならぬ。彼の衣鉢を

受け取ってはならぬ。だがね、座る所は設けてよい。もし彼が望めば坐る

であろう」と (ayarp，avuso， sama早oGotamo agacchati， bahulliko 

padhana-vibbhanto avatto bahullaya. so n'eva abhivadetabbo， na 

paccutthatabbo， nassa patta-clvararp patiggahetabbarp， api ca kho 

asanarp thapetabbarp， sace so aka白khissatinisidissatl ti) 0 J (Mvg. 

1.6.10: Vin.I.p.836_94， M.1.p. 1712226) 

以前に五比丘とともに修行していた時、世尊が激しい苦行をしていたが、思う

ところあってその苦行を止めたことを、この 5人は許さないのであるO 世尊が

近づいて来ると、彼らは先の申し合わせを守れずに、歓迎をして、世尊が用意

された座に坐って、足を洗うと、世尊に名(ゴータマ)を呼び、友よと呼んで

(avuso-vadena)話しかける。これに答えて世尊は、その呼びかけをたしな

めてから、自分が覚者であると宣言し、聴聞を促す。

『比丘達よ。如来に名をもって友よと呼んで話しかけではならぬ

(ma bhikkhave tathagatarp namena ca avuso-vadena ca 

samudacaratha)。比丘達よ。[私は供養・尊敬に]値する者(阿羅漢、
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応供)だ。正等覚者だ。比丘達よ。耳を傾けよ。不死が得られた。私は教

える。私は法(教え)を説く。教えられた通りに修行すれば，もう程なく

して，まさしく良家の子息がそのために在家より非家に出家する・かの無

上の党行の終極を、もう現実(現法)に自ら悟って体験(現証)し体得

(具足)して住するであろう、と (ArahaqJ.bhikkhave tathagato samma-

sambuddho， odahatha， bhikkhave， sotaqJ.， amatam adhigataqJ.， aham 

anusasami， ahaqJ. dhammaqJ. desemi. YathanusitthaqJ. tatha 

patipajjamana na cirass' eva yass' atthaya kula-putta sammad eva 

agarasma anagariyaqJ. pabbajanti tad anuttaraqJ. brahma-cariya-

pariyosanaqJ. ditth'eva dhamme sayaqJ. abhinna sacchi-katva 

upasampajja viharissatha ti) 0 J (Mvg. 1.6.12: Vin.1.p.912-20， M.1.pp. 

17133-1726) 

と。しかし五比丘は世尊を全然信用せず、不審の思いを口にして反論する。

『友よ。ゴータマよ。そなたは、ね、その行い(威儀、姿勢)をもっても、

その修行をもっても、その苦行をもっても、超人的の徳性(上人法)・十

分に聖者の知見の優れた境地を得なかったのに、どうしてまた、そなたが

今や費沢者で精勤を止めて費沢になったのに、超人的の徳性(上人法)・

十分に聖者の知見の優れた境地を得るのでしょうか、と (tayapi kho 

tvaqJ.， avuso Gotama， cariyaya (M. iriyaya)， taya patipadaya， taya 

dukkara-karikaya n' ev' ajjhaga uttari-manussa-dhammaqJ. (M. 

u ttariqJ. man ussa -dhamma) alam -ari ya -naI).a -dassana -visesaqJ.， kiqJ. 

pana tvaqJ. etarahi， bahulliko padhana-vibbhanto avatto bahullaya， 

adhigamissasi uttari-manussa-dhammqJ. (M. ut1arirp manussa-dhamma) 

alam-ariya-naI).a-dassana-visesan ti) 0 J (Mvg. 1.6.13: Vin. 1.p.92J.26， M 

.1.p. 172712) 

両者の言い分は真っ向から対立する。世尊は呼びかけの語を答める代わりに

『比丘達よ。如来は費沢者ではなL、。精勤を止めたのではない。費沢になった

のではなL、』と言い換えただけで、まず先のことばを繰り返す (Mvg.1.6.14)。

二度目にも、五比丘と世尊は互いに前の言葉を繰り返し、三度目にも五比丘

は同じ言葉で反論する (Mvg.1.6.15)。それに対して世尊はこう反問する。

『比丘達よ。私が今より以前にこのように語ったのを、お前達は知ってい

るか、 と (abhijanatha me no tumhe， bhikkhave， ito pubbe 

evarupaqJ. bhasitam (M. vabbhacitam， Vri.pabhavitam) etan ti) 0 J 

(Mvg. 1.6.16: Vin.1.p.1034， M.1.p. 17230) 
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比丘達は呼びかけの語を改めて『決してそうではありません。尊師よ (no

h'etam bhante)Jと答える。遂に五人の心が動いたのである。世尊は『比丘

達よ。[私は]阿羅漢だ。正等覚者だ。比丘達よ。耳を傾けよ』云々と四度目

も繰り返す。

『確かに世尊は五人組の比丘達を納得させることができた。するとなるほ

ど五人組の比丘達は世尊に対してまた聴こうと願い、耳を傾け、悟り[を

求める]心を起こした (Asakkhikho bhagava panca-vaggiye bhikkhu 

sannapetuqJ.. Atha kho pa白ca-vaggiyabhikkhu bhagavantaqJ. puna 

sussusiqJ.su， sotaqJ. odahiqJ.su， an白a-cittaqJ.upatthapesuqJ.) 0 J (Mvg. 

1.6.16: Vin.1.pp.1 06-9， M.1.p. 1736後文欠)。

以上の趣旨は⑤ (orBHS)本 (CPS.11.2-13，SBV 1. pp.1333-1349， Mv.III. 

pp. 3292015， Lal.pp. 407九40922 ) や漢訳の資料(~中阿含』巻56 I羅摩経JT. 
2. 777c1.25， ~破僧事』巻 6 ， T.24. 127a27-bヘ『衆許摩調帝経』巻 7，T.3. 953 

C4028， ~悌本行集経」巻33 ， 809b27-810a18、「方属大荘巌経』巻11，606b4-C8， 
『過去現在因果経』巻3，644a15-bヘ『五分律』巻15，T.22.104b923， ~四分律』

巻32，787c14-788a6) にも見られる。@伝承では五人の比丘は世尊への不信と

疑念を三遍も繰り返して言明する。この五人の心を翻させたのは、世尊が

「私が今より以前にこのように語ったのを、お前達は知っているかJという問
いかけであった。世尊自身が「私は阿羅漢だ。正等覚者だ。比丘達よ。耳を

傾けよ」云々と三度も宣言したのを、これまでに聞いたことがあるか。今初

めて聞いたのではないかと、言葉の重みを確認させたのである。 3遍反復さ

れた言辞にも心を動かされなかった五人も、経験に訴え実感を呼び覚ますこ

とばには、心を聞いたのである。他の伝承では、世尊が自分の顔色や容姿に

注意を引き付けるのである。すなわち

『比丘達よ。お前達は以前よりこのかた、如来の顔が明るく澄んでいる

ことや、諸感官が変わっていることを見るではないか (nanuyuyaqJ. 

bhikaval). pasyatha tathagatasya purve早aparaqJ. mukhasya va 

vipasannatvaqJ. indriyaI).aqJ. va nana-karaI).am) J (CPS.11.12， SBV. 
p.134708) 30) 

という。悟った人の顔色や声(語)等も悟る前とは違って、明るく澄んでい

る事実に目を向けさせるのである。これは感覚や感情に訴える説得になって

いる。紋切り型の定型文の繰り返しよりも、感覚や感情を呼び覚ますような

親しみのあることばが有効だったというのである。このようなところに初説

法前後の生々しい情景が垣間見えてくるように思う。聖典の文言は、長期に
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わたって多くの手を経て画一的に整備されて紋切り型の定型文の集積に成文

化されてきた、いわば公文書に相当するものであろう。その公文書のような

聖典の資料の山から生々しい情景や事情を発見し読み取って行きたいもので

ある。

ここで、この段の法の用例を確認したい。「私は法を説く」という法は仏の

教えであり、悟りの境地を得るための教理、教義であり、しかもそのための

方法・修行法をも含むのである。勿論、次の初説法の内容を予想しているの

である。

「現法に (diHhedhamme) Jとは、逐語訳すれば「見られた法において」

であるが、「将来、あの世で (samparaye)Jの反対に、「現実にJr現世に」
「この世でJr現在にJr現在の生存において」の意味である。どうしてそうい
う意味になるのか。@註釈では、通常この語句は、「自己の存在(実存、身)

においてJ(atta-bhave)と説明される。例えばこう言われる。

rrまさに現法(現実)に」とは、まさに直接に、或いはこの実存(自己
の存在、身)において、という意味である (ditth'evadhamme ti 

paccakkham eva， imasmirp. yeva atta-bhave ti va attho) 0 jJ (Pj.I1. 

p.34715) 

それでは、どうしてその意味になるのであろうか。複数の諸法が心身(身心)

の現象的な諸要素、自分の存在の諸要素・諸属性を指すことは、すでに触れ

た。ここではそのような諸法の集合を全体として単数で示したもので、この

自分の存在、この身を意味すると思われる。そして「現法(現実)に (ditthe

dhamme)Jとは、この「現に見られ、現に知られ経験されている自分の存在

(身)において」ということになるであろう。

上には「上人法(超人的の徳性uttari-manussa-dhamma)Jを、世尊が得

なかったとか、得るであろうか、という比丘達が繰り返す批判を見た。「上人

法」とは、ここでは「十分に聖者の知見の優れた境地 (alam-ariya-nal)a-

dassana四 visesa)Jと同格で示されている。a>r律』の複註にはこう説明して
いる。

n上人法(超人的の徳性)Jとは、人聞の法(徳性)より上にある[法
(徳性)J。十分に聖者であるとすることができる、というのが、「十分に

聖者」である。聖者となることができると言われているのである。「知見

の優れた境地」とは知見にほかならない。彼は「十分に聖者」であり、か

つ知見の優れた境地であるというのが、「十分に聖者の知見の優れた境地」

である。また「知見」とは、天眼(千里根)とも、観察とも、[聖者の]道
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とも、[道の]果とも、洞察智とも、一切智である智とも言われる(Uttari

manussa-dhamma ti manussa-dhammato upari. Alarp. ariyarp. katun 

ti alam-ariyo， ariya-bhavaya samattho ti vuttarp. hoti， nal)a剛

dassanam eva nal)a-dassana-viseso， alam-ariyo ca so nal)a-dassana-

viseso ca ti alam-ariya-nal)a-dassana-viseso. Nal)a-dassanan ti ca 

dibba-cakkhu pi vipassana pi maggo pi phalam pi paccavekkhal)a-

nal)am pi sabba-nnuta-nnal)am pi vuccati) 0 jJ (Sarattha-dipαni-tika， 

Mahavagga-tika， Vri.3.153) 

「上人法(超人的の徳性)Jとは、宗教的な修行によって達成される惜りの境

地である。それは普通人の徳性・能力を超越したものであって、阿羅漢の境

地である。このような法とは聖者の徳性・属性といってよいであろう。

4 初説法(初転法輪)

このようにして仏の初説法が始まるのである。その内容は、中道・八正道、

四諦・八正道の教えであり、a>r律jJr大品 (Mvg)Jでは、その後で五極非我
説(無我相経)が説かれる。これまで『中部 (M.)jJ第26経「聖求経」におい

て、世尊の説法違巡・党天勧請から五比丘を納得させるところ (M.I.pp.16730_ 

1732) までは、「大品」とほぼ同文であることを見てきた。この後同経は「大品」

の文脈とは異なっている。仏が 2人の比丘に教えるときは、 3人が託鉢に行

き、 3人の比丘に教えるときは 2人が托鉢に行き、このようにして 6人の衆

が命をつないでいった (M.l.p.1732-7)31J。そして五人は教化されて平安の境地:

浬繋を得たといった後に、五欲を離れることと九種の禅定を教示する。初説

法の最初からコンダンニャの開眼までは、『相応部 (S.)V jJ (S.56.11 Tatha-

gatena vutta 1: S. V.pp.420-424， r雑阿含』巻 15(379縛法輪経)，T.2.103c)
等にあり、色等の非我なることを説く部分(無我相経)は、『相応部IlU(S. 
22.59 Panca: S. III.pp.66・68、『雑阿含』巻2(34)， T.2.7c， etc.)等にある。

またこれまでも触れてきた⑤本や漢訳の仏伝資料にも相当箇所があって、多

くは色等(五議)の非我なることを説く説法をも含む。以下にa>r律jJr大品」
の順序に従って併行例とともに、見て行こう。

a 両極端(ニ辺)を離れた中道:八正道

『相応部jJ(S.56.11)は『このように私は聞いている。或るとき世尊はパー

ラーナシ一、仙人住処 鹿野苑に住んでおられるjJ(S.V. p.42025-6)という文に

始まる独立の経典の形式を取る。しかしa>r律jJr大品」では上に見たように、
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説法をしようとする世尊に対して、五人の比丘が世尊の苦行の放棄をせめる

批判を反復した末に、ょうやく説得されたのである。そこで世尊が説いたの

は中道の教えである。中道の教えは欲望追求をも非とするとともに、苦行の

放棄を正当とするものである。世尊は五人の比丘に話しかける。

「比丘達よ。これら両極端(二辺)は出家者が親しんではならないものだ。

二とは何か。およそそれは、諸々の欲しいものに対して欲望と快楽を追

求することであって、劣り卑しく凡俗のすることで聖ならず、目的に適

合しなL、。またそれは、自分を疲労させることを追求することであって、

苦しく聖ならず、目的に適合しない (Dve‘me，bhikkhave， anta 

pabbajitena na sevitabba. Katame dve? Yo cayarp. kamesu kama-
sukhallikanuyogo hino gammo pothujjaniko anariyo anattha-

sarp.hito， yo cayarp. atta-kilamathanuyogo dukkho anariyo anattha-
sarp.hito)。比丘達よ。 l、L、かね、これら両極端(二辺)に近づかずに、
如来によって現に覚られた中道は、眼目となり、智となり、静寂、智通、

正覚、浬奨(寂静の境地)に資するのだ (Etekho， bhikkhave， ubho 

ante anupagamma， majjhima patipada tathagatena abhisambuddha， 

cakkhu-karar:li na♀a-karal)i upasamaya abhinnaya sambodhaya 

nibbanaya sarp.vattati) 0 J (Mvg. 1.6.17: Vin.l.p.1 01017， S.56.11.2-3: S.V. 
p.4217-9) 

仏の説法の第一声は中道(中庸の道)という修行道である。「大品」等は、先の

五比丘の批判と不信の念に答える内容である。しかも快楽にふけるのでもな

く、苦行で我が身を苦しめるのでもない・この中道という修行道は、仏自身

すなわち如来によって現に覚られ体得されたのだという。

これに対応する⑤ (orBHS)本 (CPS.11.14-15，SBV. 1. p.13411-17， MV.III. p. 

3312-9， Lal.p.4 16 1522 ) や漢訳資料(~破僧事』巻 6 ， T.24. 127b25ヘ『衆許摩詞

帝経』巻 7，T.3. 954a2-6、n弗本行集経』巻34，811a叫 7、『方慶大荘巌経』巻
11， 607b16-22、『五分律』巻15，T.22. 104b24-26、『四分律』巻32，788a6-11、安

世高誇『蒋法輪経JT.2，No.109，503b11ヘ『中阿含JI羅摩経JT.1. 777c品 778
a2等)も同趣旨で、逐語的に一致するところが多L伊 )0

但し説一切有部系の「轄法輪経J(~雑阿含』巻 15 (379縛法輪経)， T. 
2.103c， ~法麗足論』巻 6 に引用される蒋法輪経T.26.No.1537，479b、義芸評誇
『三車専法輪経J.T.2.No.110， 504a)は、二辺にも八正道にも触れることなく四

諦の説法に始まっている。

なお「如来によって現に覚られた中道」という形容は、@資料とMv.(III. 
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p. 33110)とに特有のようである。しかし『過去現在因果経』巻3には仏自身が

語ったことばとして、いわく

「今者若能棄二捨苦楽一。行二於中道一。心則寂定。堪三能修二彼八正聖道一。

離二於生老病死之患-。我巳随二JI田中道之行-。得レ成二阿樗多羅三窺三菩

提ー。J(T.3.444b山 5)

と、苦・楽を捨てた中道すなわち八正道を実践しで悟りを得たことを、五比丘

に語っている。またこの趣旨は『締本行集経」にも認められる。また世尊が苦

行を捨ててから聞悟したという伝承や、後で見る四諦の説法においても、仏自

身が中道(八正道)を実践したことを示唆している O

このように形容され述語を伴う中道は、次のように示される。

『これこそ聖なる八支の道(聖八正道、八聖道)であり、すなわち正しい

見解(正見)・正しい思慮(正思)・正しい発言(正語)・正しい行動(正

業)・正しい生活(正命)・正しい努力(正精進)・正しL、思念(正念)・正

しい心統一(正定)である (Ayameva ariyo attharigiko maggo， 

seyyathidarp. samma-ditthi， samma-sarikappo， samma-vaca， samma-
kammanto， samma-ajivo， sammべrayamo， samma-sati， samma-

samadhi)。比丘達よ。いいかねO この如来によって現に覚られた中道は、

眼目となり、智となり、静寂、智通、正覚、浬繋(寂静の境地)に資する

のだ (Ayarp.kho sa， bhikkhave， majjhima patipada tathagatena 
abhisambuddha， c悶akkhu
s臼ambodhayan凶1註ibba加nayasarp.va抗tt回ati)oJ(Mvg. 1.6.18: Vin.l.p.102025， S. 
56.11.4: S.V.p.42112-18) 

というのであり、それが中道であり、同じ形容と述語を伴って繰り返されたの

である。ここでは八正道の説明はなL、。懇切丁寧に教えられなければ、聞く者

は納得できないであろう。その理解のためには八正道を説明する他の教えを予

想しなければならなL、。しかし八支の内容や順序が上とは異なる伝承もあるの

は、どういうことであろうか。⑨の伝承は八支の順序は上の通りで例外がなL、。

根本説一切有部の伝えるところ (CPS.11.16，SBV.p.1311820等)も上と同様で

ある回)。後漢代の安世高諜『轄法輪経』に

『謂受八直之道。一日正見。二日正思。三日正言。四日正行。五日正命。

六日正治。七日正志。八日正定。J(T.2.503b山 9)
陪代の闇那蝋多誇 n弗本行集経』巻34(T.3.811a28)，こ
『八正聖道。所謂正見・正分別・正語・正業・正命・正精進・正念・正定』

とあるのは、@の伝承と同じであろう。しかし順序が異なるか、一部の内容が
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異なる伝承がある。大衆部系 (Mv.III.p.331)では「正見・正思・正精進・正

業・正命・正語・正念・正定」の順序である制。また法顕諜『大般浬繋経』巻

上 (T.1.No.7， 195b目27)には、「八正道、一正見・二正念・三正思惟・四正業・

五正精進・六正語・七正命・八正定」とあって、別のI1慎序が見られる。漢訳の

資料には八正道の中には正精進の代わりに正方便を挙げるものがある。例えば

『長阿含』巻8 (9)衆集経 (T.1.52b山 9):八聖道、正見・正志・正語・

正業・正命・正方便・正念・正定。

『中阿含』巻7 (31)分別聖諦経 (T.1.469a14) :謂正見・正志・正語・

正業・正命・正方便・正念・正定。

『雑阿含」巻28(T.2.198O万:):正見・正語・正業・正命・正方便・正念・

正定。

『増査阿含」巻 7 (27.1) (T.2.643b23剖 ) :所謂賢聖八品道是。正見・正

治・正語・正方便・正命・正業・正念・正定。是謂道諦也。

『四分律」巻32(T.22.788a13) :正見・正業・正語・正行・正命・正方便・

正念・正定。

『五分律』巻15(T.22.104b'8) :正見・ E忠・正語・正業・正命・正方便・

正念・正定。

とあるなどで、順序もまちまちである。ただし正見を最初として正定を最後と

することは一定している。精進((f)vayama，@vyayama)を採用するか、方

便 (upaya)をとるかについて、 2種の伝承があったのであろう。精進と同じ

原語が「方便」と訳されたという可能性はないであろう。なぜなら八正道を説

明する漢訳経典の中には、精進方便 (r中阿含』巻 7 (31)分別聖諦経 T.

1.469b13ヘ『雑阿含』巻28(785) T.2.203c13-25)、または方便精勤 (r中阿合』

巻49(189)聖道経T.1.736b9-14) という語句があって、正方便とは、いわば正

しい修行の方法(方便)であって、その方便の中に精進も含まれているからで

ある。このように八正道の順序やその内容が決まらないまま、それぞれの部派

に分かれて伝えられたと推測される。さらに八正道の各支分の解釈も種々に行

われている。

八正道は次の四諦の中の道諦の内容となっているから、初説法では 2度説か

れる。道諦の八正道を説明する経典では、正見(正しい見解 samma-

ditthi)とは、苦・苦の集起(原因)・苦の滅・苦の滅に到る道(すなわち四

諦)の知であると説明される (M141Saccavibhariga-sutta: M.III.p.25112-15， S. 

45.8.5 Vibhariga: S.V. pp.8-9， D.22.Maha-satipatthana-suttanta 21: D. 

II.pp.31134-3123， r中阿含』巻7 (31)分別聖諦経 T.1.469a日 19)。しかし別の説
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明では、福徳の領分に属し煩慣を伴う(有漏の)正見と、煩悩を伴わない(無

漏の)聖なる出世間的な正見との 2種とする 3九前者は世間的・常識的な正し

い見方であって、来世がないとか行為の報い(業報)がないなどという間違っ

た見方の対極にあって、来世や業報を肯定する見方である。後者は聖道を修め

ている人(聖者)の智慧、智慧の機根(慧根)、智慧の力(慧力)、教法を考察

解明する覚りの支分(択法覚支)であって、修行道を支分とする正見である、

という (M117 Mahacattarisakasutta: M.III.p.72422， r雑阿含』巻28(785) 
T.2.203a21ヘ「中阿含』巻49(189)聖道経 T.1.735c13-19)。

かつて宇井伯寿「八聖道の原意とその変遷J(r印度哲学研究第三』大正 15
年、 1926)は、上のような資料を精査して、初説法の伝説が事実とは信じら

れないことを種々に論じてから、「正見は即ち仏陀の根本思想に対する正見であ

らねばならぬJ(p.15)といって、「正見」の用例に、「之を五麗六根の一々の無
常なるを無常と見ることJ(S.III. p .51， IV. p.142)などとあると指摘する問。
そして「これが確かに正見の原始的意味に相違なしリと述べている。正見の原

意が何であったのか、焦点を絞ることができないのである。しかし初説法の始

めから内容が確定し定型文のように整理されていたとは想像できないことであ

ろう。さらに道諦の八正道を説明する経典 (M.lII.p.251，S.V. pp.8-9， D 

且p.312)では

正思(正しいし思慮、思い samma-sarikappa)とは、出離への思い

(nekkhamma-sa白kappa)、怒らず悪意がないようにとの思い (abyapada-

sarikappa， avyapada-s.)、加害しないようにとの思い (avihirp_sa-sarikappa)。

正語(正しい発言amma-vaca) とは、嘘をつくこと(嘘言、妄語 musa-

vada)、陰口(両舌、離間語 pisuI)avaca)と暴言(粗語pharusavaca)と

駄弁・戯れ言(締語 sampha-ppalapa) とを止めること(離れること

veramar_li)。

正業(正しい行動・行為samma-kammanta)とは、生き物を殺すこと(殺

生paI)atipata)と盗み(倹盗adinnadana)と欲望対象に対する間違った行動

(欲邪行、邪淫kamesumicchacara)とを止めること。

正命(正しい生活・生計samma-ajiva)とは、「聖なる弟子は間違った生活を

捨てて正しい生活をもって生命[維持]を図る (ariya-savakomiccha-ajivarp_ 

pahaya samma-ajivena jivitarp_ kappeti) Jと。出家者が衣食住を得るのに決
まり(法)に従うのである。

正精進(正しい努力 samma-vayama)とは、いまだ起こらない悪・不善の

諸法(心身の諸要素)が起こらぬよう、すでに起こった悪・不善の諸法を捨て
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るよう、いまだ起こらない善の諸法(心身の諸要素)が起こるよう、すでに起

こった善の諸法が存続し失念されず、いよいよ多くなり広大になるように修行

し円満するように、欲を起こし努力し精進を始め、心を励まし勤めるのである

(四正勤の修行)。

正念(正しい思念samma-sati)とは、身・受・心・法を思念することであ

る(四念処の修行)。

正定(正しい心統一・三味samma-samadhi)とは、四種の禅定(四禅)を身

につけて暮らすことである。

『中阿合』巻7 (31)分別聖諦経によると、正方便とは

『聖弟子が苦は是れ昔なりと念ずる時、習は是れ習なり、滅は是れ滅なり、

道は是れ道なりと念ずる時、或いは本の作す所を観じ、或いは皐んで諸行

を念じ、或いは諸行の災患を見、或いは浬繋・止息を見、或いは念に著す

ること無く善く心解脱せるを観ずる時に、中に於いて若し精進方便有れば

一向に精勤して求め、力有れば趣向して専ら著して捨てず、亦た衰退せず

して正しく其の心を伏す。是れを正方便と名づく。j(T.1.469b1318) 

と説明される(上の習とは集と同じ)。これは四諦を観ずるなどの修行に努力

する正しい方法を述べている。『中阿含」巻49(189)聖道経では、正方便は

『比丘は、巳に生ぜる悪法を断ぜんが為めの放に。欲を費こして方便を求

め、心を奉げて滅せんと精勤し、未だ生ぜざる悪法を生ぜざらしめんが為

めの故に、欲を護こして方便を求め、心を翠げて減せんと精勤し、未だ生

ぜざる善法を生ぜしめんが為めの故に。欲を護こして方便を求め、?と心を翠

げて滅せんと精勤し、巳に生ぜる善法を住せしめ忘れず退せず、縛だ増し

康布し修習し満具せんが為めの故に、欲を護こして方便を求め、心を翠げ

て減せんと精勤す。是れを正方便と謂う。j(T.1.736b914) 

とある。ここに繰り返される「護欲求方便。精勤翠心滅」が問題であるが、

「悪法」を滅する文脈と解しておく。内容的には先のc1'l(M.III.p.251， S.V. pp.8-

9， D.Il.p.312)の「正精進Jの解釈とほぼ同じであるが、方便を求めるというと

ころに特色がある。

『雑阿含』巻28(785)では、正方便を世俗の正方便と出世間の正方便との二

種に分けて解釈している。

「正方便に二種有り。正方便の世俗・有漏・有取にして善趣に轄向する有

り。正方便の是れ聖・出世間・無漏・不取にして正しく苦を霊くし、苦遣

に縛向する有り。何等をか正方便の世俗・有漏・有取にして善趣に縛向す

と為すや。謂はく精進・方便もて超出せんと欲し、建立すること堅匝にし
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て能く造作・精進するに堪え、心法に嬬受し常に休息せず。是れを正方便

の世俗・有漏・有取にして善趣に縛向すと名づく。

何等をか正方便の是れ聖・出世間・無漏・不取にして正しく苦を壷くし、

苦遺に轄向すと為すや。謂く聖弟子は苦を苦と思惟し、集・滅・道を[集・

滅・]道と思惟し、無漏の憶念に相臆せる心法もて精進・方便・勤踊もて

超出せんと欲し、建立すること堅固にして、能く造作・精進するに堪え心

法に揖受し常に休息せず。是れを正方便の是れ聖・出世間・無漏・不取に

して正しく苦を蓋くし、苦違に轄向すと名づく。j(T.2. 203c1425) 

世俗の正方便は輪廻の世界の上の善いところ(善趣二天界等)に生まれること

を目指し、出世間の正方便は輪廻の苦を終わらせることを目指す方法であり努

力・精進であるという。後者の場合は四諦を思惟し修行することである。

⑨『律jI大品」等から知られる中道が説かれる事情は、理解しやすL、。その

中道が八正道だという伝承も有力である。しかし五人の比丘にそれを納得させ

た説法の詳細は伝わっていないのであろう。ただ八正道の項目を聞いたところ

ですぐ納得できるわけではあるまい。詳しい説明と説得が必要であったと思わ

れる。八正道の中で最初の正見は知的な理解に訴えるのであるから、聞いただ

けでも納得できるであろうが、他の 7項は聞いて納得するだけでなく、長い間

失念せずに日々に実践修行して習熟して初めて、身につき役に立つはずのもの

であろう。上にも見たように八正道を詳しく説明するならば、ほぼ仏教の全て

の教義と修行道が示されることとなる。八正道の教えの内容が多様であるのは、

それが初説法の最初には定まっていなかったか、或いは確定したものとして伝

承されなかったことを示すのかもしれなL、
先には世尊自身が、中道すなわち八正道を実践しで悟りを得たという伝承に

触れたが、上のような推測と合わせて考察すると、どういうことになるであろ

うか。中道の実践という伝承が何らかの事実を伝えていると想定することには、

さほど異論が出るとは思えなL、。中道をいろいろ工夫して実践し修行したあと

に、反省して整理し言語化した結果として、最終的に八正道に纏まったのでは

ないだろうか。このように考えると、八正道の順序や内容の伝承に異説が残っ

ているという事実が無理なく説明されると考えられる O 八正道が初説法の当初

から固定したと前提する必然性もないであろう。最初の法話の開始の前は五人

の比丘の不信を払うのに難渋したように、初めての自説(法話)を納得させる

のはそれにも増して困難で、多くの時間と労力を要したに違いなL、。中道の内

容が八正道として要約され成文化される前に、多くの法話が延々と続き繰り返

された様子が想像される。『中部jI聖求経」では初説法の前に
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「仏は 2人の比丘に教えるときは、 3人が乞食に行き、 3人の比丘に教え

るときは2人が乞食に行き、このようにして 6人の衆が命をつないでいっ

たJ(M.l.p.I732-7取意、『中阿含J1羅摩経JT.1.778a3-5では二漣行と八正

道の後にこの文が来る)。

という。 ~~律J 1大品」では、この趣旨は後の方でコンダンニャに次いで 2

人の比丘が覚った後に、13人が乞食に行って持ってきた[食べ物]をもって、
六人の衆が命をつなぐJ(Vin.l.p.133-5) といって、最初の説法が順調であった

ように述べる。根本説一切有部の伝承では、世尊が中道と八正道とを示した後

『世尊が五人をこの説得[のことば]によって (sanjnapakaya)説得す

ることができた(話akat…sanjnapayitum)。そして五人の比丘の 2人

に世尊が食前に教える (avavadati)03人が村に乞食に入る。 3人の衆

が持ってくるもので 6人の衆が命をつなぐ(号acl-vargoyapayati)。また

世尊は 5人の比丘の 3人に教える。 2人が村に乞食に入る。 2人の衆が

持ってくるもので5人の衆が命をつなぐ。しかし如来は午前にだけ食べる。』
(CPS.l1.17-18， SBV. 1. p. 13420-26， ~破僧事』巻 6 ， T.24.127c2-7:爾時世尊。

両為二五人一以二決定心一説二如レ是教-。時五人中二人侍レ悌皐レ法。三人

員時乞レ飯。還二至本慮ー充二六人食-。又於二中後一。三人侍レ悌皐レ法。二

人入レ村乞レ食。還二至本慮一五人共餐。唯イ弗世尊不二非時食ー。)

初説法時の比丘達の学習と乞食(托鉢)と食事についての伝承は、現実味があ

り、おそらくは古い伝承に遡るに違いない。午後にも乞食をし食事をするとい

うのは、午後の托鉢と食事(非時食)とを禁止する決まり(戒)が定まってい

ない古い時代の事情を示していると思われる。

b 四諦

@の初説法の伝承においては、八正道の項目を列挙して、「如来によって現

に覚られたこの中道は、限目となり、智となり、静寂、智通、正覚、浬繋(寂

静の境地)に資する」と述べた後に、直ぐに続いて四つの聖(高貴)なる真実

の在り方(四諦、四聖諦)の教えが説かれる。

『また、いL、かね、比丘達よ。この苦という聖なる真実の在り方(苦諦、

苦聖諦)がある。生まれるのも苦しい(生苦)。老いるのも苦しい(老苦)。

病気も苦しい(病苦)。死も苦しい(死苦)。愛しない(憎い)ものたちと

会うのも苦しい(怨憎曾苦)。愛するものたちと別れるのも苦しい(愛別

離苦)。欲しいものを得ないことも苦しい(所欲不得昔、求不得苦)。要約
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すれば五つの取らわれ(執著)となる[身心の諸要素の]集合体(五取組:

色・受・想・行・識)も苦しい(五盛陰昔、五取議苦)(Idarp kho pana， 

bhikkhave， dukkharp ariya-saccarp. jati pi dukkha， jara pi dukkha， 

vyadhi pi dukkho， maraIfam pi dukkharp， appiyehi sampayogo 

dukkho， piyehi vippayogo dukkho， yam p' iccharp na labhati tam pi 

dukkharp. sarpkhittena panc'upadana-kkhandha pi dukkha) 0 J 
(Mvg.1.6.19: Vin.l.p.l0制 0，S.56.11.5: S.V .p.421'9-24) 

『また、いいかね、比丘達よ。この苦の集起[の本(原因)]という聖な

る真実の在り方(苦集諦、苦集聖諦)がある。およそこの渇愛(愛)は再

生転生をもたらし、喜びと欲情を伴い、あれこれを喜び求めるものである。

すなわち欲望の対象への渇愛(欲愛)、生存への渇愛(有愛)、生存の無へ

の渇愛(無有愛)である (Idarp kho pana， bhikkhave， dukkh仕

組 mudayarpariya-saccarp， yayarp taIfha ponobbhavika nandi-raga-

sahagata tatra-tatrabhinandini， seyyathidarp: kãma-ta司~hã， bhava-

taIfha， vibhava-taIfha) 0 J (Mvg. 1.6.20: Vin.1. p.1030-33， S.56.11.6: S.V. 

p.42125-28) 

『また、いL、かね、比丘達よ。この苦の滅という聖なる真実の在り方(苦

滅諦、苦誠聖諦)がある。およそ同じその渇愛を残りなく離脱し誠し、捨

離し、捨遣することである(Idart.kho pana， bhikkhave， dukkha-

nirodharp ariya-saccarp， yo tassa yeva taIfhaya asesa-viraga-nirodho， 

cago， patinissaggo， mutti， analayo) 0 J (Mvg. 1.6.21: Vin.l.p. 1033・36，

S.56.11.7: S.V .p.421四31)

『また、いL、かね、比丘達よ。この苦の滅に到る道という聖なる真実の在

り方(苦誠道諦、苦誠道聖諦)がある。これこそ聖なる八支の道(聖八正

道、八聖道)であり、すなわち正見…正定である(Idarpkho pana， 

bhikkhave， dukkha-nirodha-gamini patipada ariya-saccarp， ayam 

eva ariyo atthaIlgiko maggo， seyyath'idarp: samma-ditthi…samma-
samadhi)oJ (Mvg.1.6.22: Vin.l.p.l036-38， S.56.11.8: S.V.pp.42p2_42222) 

以上が四つの聖(高貴)なる真実の在り方、すなわち四諦(四聖諦)を衝潔に

十分に説明している。これはいわば説明解説型の説示である。しかし根本説一

切有部系の伝承は異なり、説明解説型の説示の前に、仏自身の体験と感動を l

人称で語る・いわば述懐型の説示が先行するのである。述懐型の説示というの

は、後の段で見るいわゆる「三縛十二行相法輪」である (Mvg.1.6.26-29:Vin. 

I.p.ll'4-3'， S.56.11.12-14: S.V.pp.42223_423")。それを聴いて、カウンディンヤ
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(⑤Kaul).clinya，⑨KOl).clanna)に真実を見る眼(法眼)が開け、神々が宣伝

の声を挙げた後に、四諦の説明解説型の説示がくる (CPS.l4.l-11，SBV. 

pp.1371勺 385，r破僧事』巻 6，T.24. 128b212)。しかしそこでは苦諦の説明の
後には「それを了知するために八正道は修行(修習)すべきである

(bhavayitavya]J.)J、集諦の説明の後には『それを捨断するために八正道は修

行すべきである』、減諦の説明の後には「それを体現(現証)するために八正

道は修行すべきである』、道諦の説明の後には『それ(八正道)も修行(修習)

すべきである』と、つけ加えて八正道を重視している。なお説一切有部系の

「轄法輪経J(r雑阿含』巻15(379韓法輪経)， T.2.103c， rl法語足論』巻6に引
用される縛法輪経T.26.479b、義浄誇『三縛法輪経J，T. 2.504a)は、二辺・八

正道に触れることなく四諦の三轄十二行法輪(三轄十二行相法輪)の説法に終

始しており、述懐ではなく説教として示されている O ⑨伝承は説明解説型の説

示を優先するのであるが、述懐型の説示の方を優先する伝承があるのに注意し

ておきたLJ〕0

四諦の説明解説型の説示を最初に置く他の伝承資料には、⑤本 (Mv.

III.pp.33117 -33212， Lal.p. 4172.15) や漢訳の仏伝資料 (r傍本行集経』巻34，

811 b6.19、『方慶大荘巌経』巻 11，607b25'c6、『五分律」巻15，T.22.104b28-c7、

『四分律』巻32，788a6-b1、『轄法輪経JT. 2， No.109， 503b26_C2等)があるO 述

懐型の説示は感動的ではあっても、詳しい意味が必ずしも明瞭ではない。その

点から見ると⑨伝承は理解しやすいように整理されている、ということができ

る。

四諦を詳しく論じるために、ほぼ仏教の全体系を明らかしなければならない

であろう。漢訳の諦(つまびらかにする、あきらめる)に相当する原語@

sacca (⑤satya)は「有る」を意味する動詞asの現在分詞 satから派生した

形容詞・名詞である。普通に「真理」と訳されるが、そうではあるま L、。それ

は「ものごと」の真実のあり方(またはありょう、ありざま)、または事実の

あり方(またはありょう、ありざま)といってよいかと思う。しかし「ものご

とJといっても、それぞれ自分の内部にあるのであって、自分の外に客観的に

あるのではなし、。それらを諸々の法(諸法)と呼んでいる。ともかくここの前

後の文脈では、ここのサッチャ(⑤サトヤ)は「真理」という邦語ではありえ

なL、。後で見るように、「苦の集起[の本]という聖なる真実の在り方(苦集

諦)は捨断すべきである、 と (dukkha-samudayarp. ariya-saccarp. 

pahatabban ti、そして H 捨断した、と 1/pahinan ti) J (Mvg.I.6.24: Vin.I.p. 
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119，10) と訳したところを、「苦の集起[の本]という聖なる真理(苦集諦)は捨

断すべきである(そして捨断した)Jといってよいのであろうか。「真理は捨断

すべきである(または捨てなければならない)Jというような表現が可能であ

ろうか、日本語では許されれるのだろうか。否でで、あろう。私もこれまでで、不用意

に「真理」としてきたことも多いかもしれなL、、O では英語でで、はどうであろうか。

T 

(Sα cred Text of the Eα st ニ SBE. vo叫l.XIII，1881) でで‘は

This Noble Truth of the Cause of suffering must be abandoned1 ... 

has been abandoned by me… (p.96) 

と訳して脚註に

1 I.e. the thirst (tanha)， which is declared in this Noble Truth to be 

the cause of suffering， must be abandoned. 

と記しているol'渇愛が捨てられなければならなLリと読み替えさせて、I'Truth

(真理)が捨てられるべきである」という表現の不都合を和らげているようで

ある。

第一の苦諦は人生が昔であると見るのである O 今日、我々の間では、人生が

苦であるか、いや楽もあるのではないか、と考える向きもあるに違いなし、。し

かし原始仏経経典では、苦の問題は切実であったと想像される。しかし苦であ

ることを認め受け入れた上で、苦を離れた安楽の境地を目指すところに初期の

仏教の独特の姿勢がある。ここでは8種の苦が示される O 最初の四苦(生・老・

病・死)は身体に関わる苦である。最初の生苦は生まれる苦しみであって、生

きる苦ではない。生まれる苦はほとんどの人が記憶しないが、古代のインドの

人たちは、生まれる赤ん坊の苦しみを知り想像できたのだと考えられる 38)。次

の三苦(怨憎曾苦、愛別離苦、求不得苦)は世間を渡る上での悩みであり、心

のなかで感じる苦悩である。最後の苦(五盛陰昔、五陰盛苦、五取誼苦)はま

さしく我々人間(有情)存在が苦しいということ、つまり生きる苦しみの仏教

的表現である。何故そう言えるのか。

まず我々の存在を身心の諸要素の集合体と考え、 5種の集合体(五語、五陰

pa白cakhandha) と呼ぶ。五離は仏教特有の術語で、色 (rupa，いろ・かた

ち、容姿や容貌や色艶、官能や身の物質的要素・性質)・受 (vedana，感受、感

情)・想 (sa白白a，想念、観念)・諸行 (samkhara，生命力・気力・心作用など

身心の諸潜勢力)・識 (vinnana，認識、意識)の 5種の集合体から成る集合体

である。仏教は人間の存在を五議と捉えるのである。輪廻の境遇にある有情
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(人)はその身心の諸要素の 5種の集合体(五議)を自分のものとして取り入れ
取り込んで執着している存在である。そのような場合は特に「五つの取らわれ

(執著) となる [身心の諸要素の]集合体J (五取菰 p凹a白批c'up凶ad品a釘加na泊a司
kkhandha心)というのである3制9的)

このような八苦を詳解するためには、五議と五取慈の体系が出来上がってい

なければならないであろう。以上の八苦は、これまでに触れたほぼ全ての資料
に見られる4九

四諦は、簡単には苦・集・滅・道と漢訳経典にも説かれている。集の原語

samudayaは接頭辞sam(ともに、一緒に)と ud(上に)がついた動詞語根
i (行く、来る)から派生した名詞であって、「ともに上に出てくること、とも

に生ずること、集まり起こること、生起、興起、集起、集合」というような意

味である。すでに「諸法考1Jで見たように、十二縁起の生観(流転分、肯定
的観察)の結果追求型は、

『無明の縁から諸行(心身の潜勢力)があり、・・・生の縁から老・死があ

り、悲しみ・嘆き・苦しみ・憂い・悩みが生じる。このようにこの全ての

苦の集まり(苦藷)の集起(集)がある (avijja-paccayasarp.khara… 
jati-paccaya jara-marar;tarp. soka-parideva-dukkha-domanass'upayasa 
sambhavanti. evam etassa kevalassa dukkha-kkhandhassa 
samudayo hoti)J (Mvg.1.1.2: Vin.I.11017， Ud.p.l) 

とあった。もっと簡単な愛を出発点とする五支縁起でも (Tripathi3.6， p.91)、
識に始まる十支縁起でも同じ文型で「苦の集まり(苦遍)の集起」が説かれて
いたのである (S且p.1051~2) 4九ここの「集起」は苦集諦の「集(集起)Jの原
語と同じである。しかし縁起説においては苦の集起とは、苦が縁(条件、原因、

近くは生、遡ると愛、さらに無明)によって結果として生じてくることを示し

ている O しかし四諦説においては、苦が生じ起こってくる原因、起因が渇愛で

あることを述べている O 縁起説において結果として生じてくることを意味する

「集起Jが、四諦説では「集起jの原因を意味している。前者が原意で後者が
派生的に「結果を示す語を原因の意味に用いる」意味の転化ではあるまいか。

これを証明するのは確かに容易ではない。しかし簡単に見える四諦説は縁起の

基本的思考法を共通にしている。道諦をもって結ぶ四諦説は、縁起説には欠け

ている実践法を加えるものとなっている O その点において四諦説は縁起説を越

える領域を獲得している。縁起説には単純・簡単なものから完成した形の十二

縁起まで、いろいろな形があり、その聞に思考の展開が想定された。しかし四
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諦説にはそういうことは考えがたい。

この外にも四諦説は縁起説の思考法と用語を共通にしている。上に見たよう

に五支縁起、十支縁起、及び十二縁起の生観(流転分、肯定的観察)の結果追

求型の最後に、「全ての苦の集まり(苦誼)の集起」とある苦が、苦諦の苦に

当たるであろう。縁起説では生は老死の縁(条件、原因)と考えられているが、

苦諦では生苦として老苦、死苦と並び、それに病苦が加えられる。集諦は苦の

集起の本(原因)としての掲愛を意味している。その渇愛が輪廻の原因となり、

欲望の対象への渇愛(欲愛)、生存への渇愛(有愛)、生存の滅無への渇愛(無
有愛)との 3 種と解されることも、縁起説(D且p.6127~， T.1，No.1，60d3) で見
たところである42)o

ただし初説法の他の資料の中ではこの三種の愛に触れるものは、殆どない43)

渇愛は五支縁起の始原に位置するから、苦諦と集諦とは五支縁起の生観(肯

定的観察)の原因遡及型において老死の原因(縁)を次々に遡って渇愛を発見

するのに対応し、五支縁起の省略形とも考えられよう。滅諦(苦滅諦)の滅

(nirodha) とは、縁起説の滅観(否定的観察)に対応する。縁起説の滅観の

結果追求型の最後は

『このように、この全ての苦の集まり(苦誼)の滅がある (evametassa 
kevalassa dukkha-kkhandhassa nirodho hoti) J (S.II.p.1 0530~31 ， S. 
II.pp.989， 118~9) 

に終わるのである。四諦説の最後の道諦は縁起説にはない。

しかし縁起説に四諦説を組み組んで『老死と老死の集と老死の誠と老死の滅

に到る道・・・を悟った』と説かれる教説があるO

世尊が十支縁起の発見の後に四諦・八正道によってa悟ったという経説が、古

城にいたる古道の警官食を引いた後に、こう示されている。

「そのように私(仏)は古の正等覚者の行かれた古道、すなわち八正道を見

て、その道に随って行って、老死と老死の集と老死の滅と老死の滅に到る道、

乃至、諸行と行の集(因)と行の滅と行の滅に到る道を悟った。悟って説い
たので、この党行(仏道)が栄え広まった」という (S.12.65Nagararp.: S. 

II. pp.1053乞1074取意)。

この経は世尊が十支縁起を発見した思考過程と発見の感動を回想して語った後

に、このように説法活動の結果に触れる。これは八正道によって、十二縁起に
四諦の考え方を組み入れた実践道を倍って、それを説いたというのである刊。
行の集 (sarikhara-samudaya)とは、行(身心の潜勢力、善・悪等の行為工
業の潜勢力)45) の集起する本である原因を意味し、無明を示している。この集
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(集起)の意味は、四諦の集諦の場合に同じである。集諦の場合は苦の集(園)

は渇愛のみであるが、縁起観に四諦を適用した場合(仮に四諦的縁起説と呼ぶ)

には、老死の集は生、生の集は有(生存)、有の集は取(取着、執着)であり、

取の集は愛(渇愛)であり、乃至、行の集は無明である。この集とは縁起説で

は「縁J(paccaya，因縁)Jと呼ばれたものである。縁起観に四諦を適用した

この教説(四諦的縁起説)は、縁起を構成する諸支分(生存の諸相、心身の諸

要素)を滅するための実践道(八正道)をもって強化されるO

以上の説明解説型の四諦説の説示は、@伝承が三愛を挙げるなど最も詳しく

成文化されている。しかし説一切有部系の「縛法輪経J(r雑阿含』巻15(379 

縛法輪経)， T.2.103c、『法語足論」巻6に引用される轄法輪経 T.26.479b、

『三轄法輪経JT.2.504a)にはこの l段がないこと、八正道の順序と一部の名

称に異説が見られるなど、諸伝承が一様であるとは言えなL、。

@伝承の初説法では、次に仏自身が四諦の一々をどのようなものと悟り、そ

の一々にどう関わり、どう実践してきたかを、 l人称過去形で語る段が来る。

これは先に述懐型の説示と呼んだ・いわゆる三韓十二行相法輪である O

『比丘達よ。これが苦という聖なる真実の在り方(苦諦)である、と私が

これまで聞いたことのない諸法について眼が生じた。智が生じた。慧於生

じた。明が生じた。光が生じた (Idarp.dukkharp. ariya-saccan ti me 

bhikkhave， pubbe ananussutesu dhammesu cakkhurp. udapadi 

危aIJ.arp.u. pa白白au. vijja u， aloko u.)。また、いいかね、比丘達よ。そ

の苦という聖なる真実の在り方(苦諦)は了知すべきである、と庁 (Ta

rp. kho pan'idarp. dukkharp. ariya-saccarp. parinneyyan ti 11 )。またい

いかね、比丘達よ。その苦という聖なる真実の在り方(苦諦)は了知され

た、と 11 (Tarp. kho pan'idarp. dukkharp. ariya-saccarp. parinnatan ti 

庁)0 J (Mvg.I.6.23: Vin.I.p. 11 1.'， S.56.11.9: S.V.p.4223S) 

比丘達よ。これが苦の集起[の本(原因)J という聖なる真実の在り方

(苦集諦)である、と 11 (Idarp. dukkha-samudayarp. ariya-saccan ti 11)。

また、いいかね、比丘達よ。その苦の集起[の本]という聖なる真実の在

り方(苦集諦)は捨断すべきである、と 11 (Tarp. kho pan'idam dukkha-

samudayarp. ariya-saccarp. pahatabban ti庁)。

また、いいかね、比丘達よ。その苦の集起[の本]という聖なる真実の在

り方(苦集諦)は捨断された、と 11 (Tarp. kho pan'idam dukkha】

samudayarp. ariya-saccarp. pahinan ti 11) 0 J (Mvg.I.6.24: Vin.I.p.117ぺ
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S.56.11.1 0: S.V.p.422915) 

『比丘達よ。これが苦の滅という聖なる真実の在り方(苦滅諦)であると、

川 (Idarp. dukkha-nirodharp. ariya四日ccan ti 11)。

また、いいかね、比丘達よ。その苦の滅という聖なる真実の在り方(苦滅

諦)は体現(現証)すべきであると、 庁 (Tarp. kho pan' idarp. 

dukkhanirodharp. ariyasaccarp. sacchikatabban ti 11)。

また、いいかね、比丘達よ。その苦の滅という聖なる真実の在り方(苦滅

諦)は体現された、とノノ (Tarp.kho pan' idarp. dukkha-nirodharp. ariya-

saccarp. sacchikatan ti 11 )oJ (Mvg.I.6.25:Vin.I.p.10"14， S.56.11.11: S. 

V.p.4221622) 

『比丘達よ。これが苦の滅に到る道という聖なる真実の在り方(苦減道諦)

であると、 11 (Idarp. dukkha-nirodha-gamini patipada ariya-saccan ti 

また、いいかね、比丘達よ。その苦の滅に到る道という聖なる真実の在り

方(苦滅道諦)は修行(修習)すべきである、庁 (Tarp.kho pan' idarp. 

dukkha-nirodha-gamini patipada ariya-saccarp. bhavetabban ti 11)σ 

また、いいかね、比丘達よ。その苦の滅に到る道という聖なる真実の在り

方(苦滅道諦)は修行された、と庁 (Tarp.kho pan'idarp. dukkha-

nirodha-gamini patipada ariya-saccarp. bhavitan ti 11 )oJ (Mvg.I.6.26: 

Vin.I.p.1114.18， S.56.11.12: S.V.p・422田30)

このほぼ同文を12回繰り返す箇所は、 3条ずつ 4節に分かれ都合12条から

なる。繰り返し比丘たちへの呼びかけを含め、仏自身の回想、・述懐(告白)の

ように聞こえる。よって述懐型の説示と呼んできた。ここは経文では「三縛十

二行法輪」または「三縛十二行相法輪」等と呼ばれている。四諦の 3段階12

様のあり方の一々について「眼が生じ、智が生じ、慧が生じ、明が生じ、光が

生じた」、すなわち智が生じ明らかになった。 3段階に亘って四諦の一々(3 

x 4ニ 12様)が明らかになったというのである。@伝では四諦の一々に 3段

階が配されて(1)苦諦が明らかになった、苦諦は了知すべきであると明らかになっ

た、苦諦は了知されたと明らかになった。 (2)苦集諦が明らかになった、苦集諦

は捨断すべきであると明らかになった、苦諦は遮断されたと明らかになった。

(3)苦滅諦が明らかになった、苦滅諦は現証すべきであると明らかになった、苦

滅諦は現証されたと明らかになった。 (4)苦滅道諦が明らかになった、苦滅道諦

は修習すべきであると明らかになった、苦滅道諦は修習されたと明らかになっ

た、という順序である O
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しかし説一切有部系の「縛法輪経J(r雑阿合』巻15(379轄法輪経)， T. 

2.103c， r法謹足論』巻6に引用される縛法輪経 T.26.No.1537，479b、義浮葬
『三韓法輪経JT.2.504a)では、(1)四諦の一々は、それをよく思惟すれば

明らかになる(眼・智・明・費を生ずる)。次に (ll)四諦の一々はどう実践

すべきか[ニ苦諦は了知すべきである。苦集諦は捨断すべきである。苦滅諦は

現証すべきである。苦誠道諦は修習すべきであると]よく思惟すれば明らかに

なる O 最後に(1lI)四諦の一々がどう実践されたか[二苦諦は了知された。苦

集諦は捨断された。苦滅諦は現証された。苦滅道諦は修習された]とよく思惟

すれば明らかになると説き、そして世尊自ら実践し体験したと語っている。

(後で見る CPS.SBV.はこれと同じ順序の述懐型である)46)0 

上の⑨経文は苦諦・苦集諦・苦滅諦・苦滅道諦の順でこの三段階が示されて

いる。世尊自身が四諦を 3段階12様に十分に実践して苦の滅(悟りの境地)

を体現し、しかもそのすべてが自覚され、明らかになったというのである。

四諦の十二行相が自らに明らかになったことは、上の引用文では『…と、私

がかつて聞いたことのない諸法について眼が生じた。智が生じた。慧が生じた。

明が生じた。光が生じた』と同文で示される。この類似の語句を連ねる仏教聖

典特有の文体は、世尊自身が悟りの時の心境を語り、その感嘆を表す定型文に

整理されている。すでに見たように十支縁起(生観と滅観)に気づいた後にも

(S.II.p・1053.5.32.34 )、また十二縁起(生観と滅観)の発見のときにも (S.II.pp.

1024.26， 1110.12， cf. Lal.p.3481.3.1618)、この文が繰り返されていたのである4九

この「三轄十二行法輪Jの趣旨は他の多くの資料に伝えられている。

先にも触れた説一切有部系の「醇法輪経J(r雑阿含』巻15(379縛法輪経)，

T.2.103c， r法蓮足論』巻6引用の縛法輪経T.26.No.1537，479b、「三轄法輪経』
T.2.504a)は、それのみで、四諦の説明がなL、。根本説一切有部系の資料(

CPS.12.1-11， SBV. p.135230， r破僧事』巻 6，T.24. 127cB四)は、『そこで世尊
は五人の比丘達に語りかけた』といってから、世尊自身 l人称で語る述懐型の

説示を最初に示す。@伝承と同じく四諦の説明解説型の後にすぐ続いて述懐型

を示す資料には、⑤本 (Mv.lII.pp. 33213_33311， Lal.pp. 41715_41812) や漢訳の

仏伝資料 (r傍本行集経』巻34，811 b20_C3、『方虞大荘巌経』巻 11，607c7ヘ

『五分律』巻15，T.22.104c7-16、『四分律』巻32，788b2ヘ『縛法輪経JT. 2， No. 

109， 503c39等)がある。この定型文に対応する他の伝承と比較対照して見たl'0 

まず根本説一切有部系の⑤本では、こうである。

『比丘達よ。これが苦という聖なる真実の在り方(苦諦)である、と私が

これまで聞いたことのない諸法について根本的(如理)に思念すると限が
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生じた。智、明、覚知が生じた(idarp.dul)-kham arya-satyam iti me 

bhik号avah purvam ananusrut時u dharm時u yoniso manasi 

kurvata三cak号urudapadi jnanarp. vidya buddhir udapadi) 0 J (CPS. 

12.2， SBV. p.1352.5) 

『比丘達よ。これが苦の集起[の本(原因)J(苦集)、これが昔の滅(苦滅)、

これが苦の滅に到る道という聖なる真実の在り方(苦滅道諦)である、と F

(ayarp. dul)-kha-samudayo 'yarp. dul)-kha-nirodho iyarp. dul)-kha-

nirodha-gamini pratipad arya-satyam iti /1 )oJ (CPS. 12. 3， SBV. p・

1355.8) 

『また、いいかね、比丘達よ。その苦という聖なる真実の在り方(苦諦)

は優れた知(通智)によって了知すべきである、と /1 (tat khalu 

duりkharp.arya-satyam abhij白ayaparij白atavyamiti (SBV. parijne-

yam mayeti) 11 )oJ (CPS. 12.4 SBV. p. 135510) 

r/lその苦の集起[の本(原因)Jという聖なる真実の在り方(苦集諦)
は優れた知(通智)によって捨断すべきである、と /1 (tat khalu 

dul)-kha-samudayam arya-satyam abhijnaya prahatavyam iti (SBV. 

血rp.mayeti) /1) oJ (CPS. 12. 5， SBV. p・13510.13)

r/lその苦の滅という聖なる真実の在り方(苦滅諦)は優れた知(通智)
によって体現(現証)すべきである、と /1 (tat khalu dul)-kha-

nirodham arya-satyam abhij白aya sak号at-kartavyam iti (SBV. 

司rp.mayeti)庁)oJ (CPS.12.6， SBV.p.13513.16) 

『庁その苦の滅に到る道という聖なる真実の在り方(苦滅道諦)は優れた

知(通智)によって修行(修習)すべきである、と /1 (tat khalu 

dul)-kha-nirodha-gamini pratipad arya-satyam abhij白aya

bhavayitavyam iti (SBV. -rp. mayeti) /1 )oJ (CPS.12.7， SBV.p.l3516.19) 

r/lその苦という聖なる真実の在り方(苦諦)は優れた知(通智)によっ
て了知された、と /1 (tat khalu dubkham arya“satyam abhijnaya 

parijnatam iti (SBV. -rp. mayeti)ノ1)oJ (CPS.12.8， SBV. p.13520'22) 

r/lその苦の集起[の本(原因)Jという聖なる真実の在り方(苦集諦)
は優れた知(通智)によって捨断された、と庁 (tatkhalu dul)-kham 

arya-satyam abhij白ayaprahiI)-am (SBV. -rp. mayeti) iti /1 )oJ (CPS 

.12.9， SBV. p.1352225) 

『また、いいかね、比丘達よ。その苦の滅という聖なる真実の在り方(苦

滅諦)は優れた知(通智)によって体現(現証)された、と /1 (tat 
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khalu duりkha-nirodham arya-satyam abhijnaya sãk~ãt-k:rtam iti 

(SBV. -rp. mayeti) //) oJ (CPS.12.10， SBV. p.1352527) 
『また、いいかね、比丘達よ。その苦の誠に到る道という聖なる真実の在

り方(苦滅道諦)は優れた知(通智)によって修行(修習)された、と N

(tat khalu duJ:lkha-nirodha-gamini pratipad arya-satyam abhijnaya 

bhavitam iti (SBV. -rp. mayeti) //) oJ (CPS.12.11， SBV. p.1352830) 
これは@伝に比べると、智の同意語が4語で前者の 5語より少ないが、「根本

的(如理)に思念するとJとしサ語句が加わり、後に「優れた知(通智)によっ
て」という語が加わって繰り返される。漢訳 (r破僧事』巻6)も同様である 48)

次に大衆部系という仏伝Mv.(III. pp. 332-333)を見ると、順序は上の根

本説一切有部系の三転十二行相と同じであるが、用語と語順と語形がかなり違っ

ている。

『比丘達よ。これが苦である、と[私が]これまで聞いたことのない諸法に

ついて根本的(如理)に思念すると智が生じた。眼が生じた。明が生じた。

覚知が生じた。英知が生じた。[才智が生じた]。慧が生じた。光が顕れた

(idarp. duJ:lkham iti [me] bhik平avaJ:l (-vo) purve ananu5rutehi 
dharmehi yoniso (-50) manasi-kara[t] jnanam udapasi cak~r u. 
vidya u. buddhir u. bhuri[r] u. [medha u.] prajna u. alokarp. pradur-
abh匂i)0 J (Mv.III. p. 33213へ丸括弧内は後の同文における異読、角括

弧内は語句の追加。 u.は前出の udapasiの省略。以下も同様。)

『比丘達よ。これが苦の集起[の本(原因)] (苦集)である、と N

(ayarp. duJ:lkha-samudayo ti idarp. ノノ)oJ(Mv.III. p. 3321517) 
『比丘達よ。これが苦の誠(苦誠)であると庁(idamduhkha田nirodho

// )oJ (Mv.III. p. 33313) 

『また比丘達よ。これが苦の滅に到る道(苦滅道)であると// (iyarp. ca 
d uJ:lkha -nirodha田gaminipratipada iti // )oJ (Mv.III. p.33311) 

『また、いL、かね、比丘達よ。その苦という聖なる真実の在り方(苦聖諦)

は了知すべきである、と庁 (tarp.khalu punar imarp. duJ:lkham arya-
satyam parijneyarp. ti // )oJ (Mv.III. p.333日)

r//その苦の集起[の本(原因)J という聖なる真実の在り方(苦集聖諦)
は捨断すべきである、と//(tena khalu punar duちkha-samudayoarya-
satyo prahatavyo ti //) oJ (Mv.III. p.3335-7) 

r//その苦の減という聖なる真実の在り方(苦滅聖諦)は体現(現証)さ
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れた、と// (atha khalu punar ayarp. duJ:lkha司nirodhoarya-satyo 
saksi-krto // )oJ (Mv.III. p. 333") 

r//その苦の滅に到る道という聖なる真実の在り方(苦滅道聖諦)は修行
(修習)された、と// (sa khalu punar iyarp. duJ:lkha-nirodha-gamini 
pratipadarya-satya bhavita // )oJ (Mv.III. p. 3339-11) 

途中に省略があり、語句・語形は少し乱れているかのようにも見えるが、条項

の配列順序は根本説一切有部系に一致する。また⑨伝に比べて語句が多く、智

の同意語が 8語に増えている。しかしこれに近いはずの『傍本行集経』巻34
かえ

はむしろ簡潔で、 JI慎序も反って@伝に一致する4ヘ
次に大乗仏教系の仏伝Lal.(pp.417-418)を見ょう。根本説一切有部系と

大衆部系の三転十二行相と順序は同じであるが、用語・語形・語I1買が更に違っ

ている。

『比丘達よ。以上が苦である、と私がこれまで聞いたことのない諸法につ

いて根本的(如理)に思念したから、多く修めたから、智が生じた。眼が

生じた。明が生じた。覚知が生じた。英知が生じた。才智が生じた。慧が

生じた。光が顕れた(itiduhkham iti me bhik号avahpurvam ananu一

品rute与u dharme与u yoniso manasi-karad bahuli-karaj j白加am

utpannarp. cak卒ur utpannarp. vidyotpanna bhurir utpanna 
medhotpanna prajnotpanna alokaJ:l pradur-abhutaち)0 J (Lαl.p・
41715-17) 

『比丘達よ。これが苦の集起[の本(原因)Jである、と// (ayarp. duJ:l-
kha-samudaya iti // )oJ (Lal p. 41718-20) 

『比丘達よ。これが苦の滅であると// (ayarp. duりkha-nirodhaiti // )oJ 
(Lal. p. 41720-21) 

『また比丘達よ。これが苦の滅に到る道であると// (iyarp. ca duJ:lkha-
nirodha-gamini pratipad iti // )oJ (Lal. p.41721-7181) 

『また、いいかね、比丘達よ。その苦は了知すべきである、と// (yat 

khalu idarp. duJ:lkharp. parij白eyamiti//)oJ (Lal.p.71812) 
r//その苦の集起[の本(原因)Jは捨断すべきである、と// (sa khalv 
ayarp. du年kha-samudayaJ:lprahatavya iti // )oJ (Lal.p.71823) 
r//その苦の滅は体現(現証)すべきである、と//(sa khalv ayarp. 
duJ:lkha-nirodhaJ:l sak号at-kartavyaiti // )oJ (Lal.p.7183-5) 

r//その苦の滅に到る道は修行(修習)すべきである、と// (sa khalv 
iyarp. duJ:lkha-nirodha-gamini pratipad bhavayitavyeti // ) 0 J (Lal. 
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にあった生存の諸段階、諸相、現象的な諸要素、諸性質、諸性情であると考え

られる。今は人生(生存)における 4種の真実の在り方(四諦)を構成するあ

らゆる諸要素、諸相が問題となる。苦諦の場合には生苦等の八苦、有情(人)

の存在を構成する身心の諸要素(五離、五取離)が諸法に含まれるであろう。

集諦の場合には渇愛、輪廻、喜、欲情(貧)、欲愛(欲望の対象への渇愛)・有

愛(生存への掲愛)・無有愛(生存の滅無への渇愛)等が考えられる。誠諦で

は滅する対象となるものとして、苦諦で挙げられた八苦の類の誠であろう。道

諦では八正道とその内容を構成する諸々の心がけ(戒)や修道の内容をなす諸

項等が含まれるであろう。要するに縁起説の発見の場合に考えられた諸法の上

に、さらに修道の内容が加わったと見てよいと思われる。

p.7185.6) 

W"その苦は了知された、と 11 (tat khalu dulJ_kham parijnatam iti 11 )oJ 
(Lal.p.718607) 

W"その苦の集起[の本(原因)]は捨断された、と 11 (sa khalv ayarp. 
dulJ_kha司samudayalJ_prahiI).a iti 11 )oJ (Lal.p. 7187-8) 

『また、いL、かね、比丘達よ。その苦の誠は体現(現証)された、と H

(sa khalv ayarp. dulJ_kha-nirodhalJ_ sak号at-k:rtaiti 11 )oJ (Lal.p.718S09) 
『また、いいかね、比丘達よ。その苦の誠に到る道は修行(修習)された、

と11 (sa khalv iyarp. dulJ_kha-nirodha-gamini pratipad bhaviteti 11 )oJ 

(Lal.p. 7189012) 

これはMv.の用語に近いが、智の同意語が lつ減って 7語となり、過去形

(aorist)の代りに過去分詞を用い、「聖諦」の語を欠く。この漢訳に相当する

『方慶大荘厳経』巻11もほぼ同様である50)。

以上の長大な引用から何が分かるのか。用語、語句数、 12条の文の配列の

順序の相違を見た。配列の順序から見ると、@伝は少数派に属しているが、説

明上は分かり易いとも思われる。多くの伝承は、多少の相異があるにもかかわ

らず、基本的には意味上ほとんど相違がないといっていい。苦・集・誠・道

(四諦)の一々がよく分った(=明らかになった。眼が生じた、智が生じた)。

了知(証知)すべきであると分った苦は了知された。断ずべきであると分った

苦の集(因)は断ぜられた。体現(現証)すべきであると分かった苦の滅は体

現した。修すべきであると分った苦誠に導く道は修された。そしてその結果が

ありありと明らかになり自覚されたということが、独特の言いまわしで表明さ

れたのである。この趣旨と表現の特徴はどの伝承にも見られる。そしてこれは

散文の伝承である。ここに古い伝承の核があると推定される。

さらに世尊の述懐が続く。

『また比丘達よ。これら四聖諦についての、このように 3段階・ 12様(三

転十二行相)の有りのままの知見が、私によく清らかでなかった限り、そ

の聞は、神(天)を含み魔を含み党天を含む世界において、沙門・バラモ

ンを含み神(天)と人聞を含む生類に対して、決して私は無上の正等覚を

現に覚ったとは、公言しなかったのだ、比丘達よ (Yava-kivanca me， 

bhikkhave， imesu catusu ariya-saccesu evarp. ti-parivattarp. dvadasa-

kara可1yatha-bhutarp. naI).a-dassanarp. na suvisuddharp. ahosi， n'eva 

tavaharn， bhikkhave， sa-devake loke sa司marakesa-brahmake sa-

ssamaI).a・brahma早iyapajaya sa-deva-manussaya anuttararp. samma-

sambodhirp. abhisambuddho ti paccannasirp.) 0 J (Mvg.I.6.27: Vin.I.p. 
1117ベS.56.11.13:S.V.p.42231_4233) 
『しかしいL、かね、比丘達よ。これら四聖諦についての、このように3段

階・ 12様(三転十二行相)の有りのままの知見が、私によく清らかになっ

た限り、神(天)を含み魔を含み党天を含む世界において、沙門・バラモ

ンを含み神(天)と人聞を含む生類に対して、私は無上の正等覚を現に覚っ

たと、公言したのだ、比丘達よ。J(Mvg.I.6.28: Vin.p.I.p. 1124029 ， S. 

56.11.14: S.V.p.423409) 

『そしてまた私には、「私の解脱は不動である。これが最後の生(生まれ)

だ。再度の生存はないJという知と自覚(見)が生じた (NaI).an ca pana 

me dassanarp. udapadi:‘akuppa me vimutti， ayam antima jati， n'atthi 

dani puna-bbhavo' ti) 0 J (Mvg.1.6.29: Vin.I.p. 1129031 ， S.56.l1.14: S.V.p・

4239011) 

次に以上の内容について考えたL、。まず「私がこれまで聞いたことのない諸

法」という諸法とは何か。この諸法とは、聞かれるものであるというから、ま

ず言葉で語られるのである。石飛2007は法を「ブッダ論理学体系が認める文

と単語」と捉えることを支持する源泉資料が、ここにあると思われる。尤もこ

の諸法は言葉で語られ、聞かれるだけではなしその言葉が示す意味(概念)

であって、その概念が明確に把握され、しかもその概念に対応する事実を、そ

れぞれ各自が自分の存在(身)で一々確実に把握し確認すべきものであろう。

縁起の理の発見の場合では、諸法とは縁起の関係を構成している諸支分(=生

存の諸相・諸要素)であり、輪廻の存在にある有情(人間)である自分の存在
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このように世尊は、自分が四諦の十二行相の知見(自覚)が清らかでない(十

分でなL、)限りは覚ったと公言せず、それが清らかになって始めて、正等覚を

覚ったと、公言したというのである。苦を了知し、苦の集(因)を断じ、苦の

滅を現証し背誠道(八正道)を修した(実践した)とL、う知見(自覚)が明ら

かになったというのである。この否定文と肯定文を重ねる表現法や「知見が清

らかになる」というような用語法に特徴がある。これは四諦成道説というべき

内容である。最後に自分の解脱は揺るぎなく、輪廻を越え再生はないという自

覚が生じたと語る。

この節は四諦を見出し実践したという述懐型の「三轄十二行法輪」の説示に

続く述懐である。[根本]説一切有部系の資料(⑤本 CPS.l2.12-13，SBV. 

pp.13530-136ヘ『破僧事」巻 6，T.24.128a 1.8、「雑阿含』巻15(379縛法輪経)，

T.2.1 03C'.8， ~法麓足論」巻 6 引用の轄法輪経T.26.479b 、『三縛法輪経J T. 

2.504a28.b6)、仏伝資料 (Mv.III.pp. 33311ぺLal.p.41812ヘ『悌本行集経』巻
34，T.3，811c49、『方虞大荘巌経』巻 11，607C2226)、その他の資料(~四分律』巻

32，T.22.788bI5ヘ『蒋法輪経JT.2.503c3.9等)にも、相当文がある。いずれも

否定文と肯定文を重ねる表現法と特色ある用語法をもって同趣旨を示している。

但し最後の世尊の倍りの自覚について触れるものは少なく、ただLal.のみは、

「解脱したという自覚J(解脱知見)を示す定型文を示している(後記)。
以上で世尊の説法は一先ず終わる。説法の終わりに繰り返される定型文がこ

こにも出てくる。

『こう世尊は仰せられた。心満足した五人組の比丘達は世尊の説かれたこ

とを大いに喜んだ、と(Idamavoca bhagava attamana panca-vaggiya 

bhikkhu bhagavato bhasitarp abhinandun ti) 0 J CMvg.I.6.29:Vin.. 

I.p.llや31.32，S.56.11.15: S.V.p.42312.13) 

このような一遍の説法で比丘達は納得できたのであろうか。すでに推定したよ

うに初説法は難渋し日時を要したようである。しかし伝承ではただ一人が理解

したという。

c コンダンニャ等の開眼と受具足戒

「そしてまた、この解説が語られているときに、長老コンダンニャ(情陳

如)には、「およそ何でも集起する性質(本性、法)があるものは，すべ

て滅する性質(本性、法)がある」という遠塵離垢の法眼(真実を見る眼)

が生じた (Imasmin ca pana veyyakara♀asmirp bhannamane 

ayasmato KOl)Q.an白assa virajarp vita-malarp dhamma-cakkhurp 
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udapadi: ‘yarp kinci samudaya-dhammarp sabbarp tarp nirodha-

dhamman'ti) 0 J CMvg.I.6.29: Vin.p.I.p.1132回，S.56.11.15: S.V.p.42313.16) 

ここの意味上の主語は、その前にあった四諦(苦・集・誠・道)の説法が予想

されるから、その説法を聞いて自分の身で受け止めて理解し納得した諸法であ

ろう。そういう諸法には、彼自身の存在(心身、自分の世界)を構成している

諸要素、諸相が予想される。例えば自分の苦(苦悩、或いは現在の存在の不安)

は、根本的な欲望(渇愛)を原因として生じてくる(集り起こる)性質(本性)

があるのであり、およそそういう集り起こる性質(本性)がある苦は、その原

因である渇愛を修道(八正道)によって鎮めるならば、滅する性質(本性)が

あるので、なくなる。そのように自分の存在の諸要素(諸法)のどれも、「集

起する性質(法)があるものは，滅する性質(法)がある」と了解できた、と

いうのであろう。情陳如が法眼を得たという伝承は有名であり、③資料にも漢

訳にも多いが、その内容に触れる上掲の定型文は、パーリ資料以外には未だ見

出すことができなL、51)0

この定型文はパーリ聖典には30余例も認められるように、パ一リ仏教圏でで、

成文化されたことが推定される5ω2幻)

「遠塵離垢の法眼」とは何かO 上に「真実を見る眼」として、「法」を真実と

したが、もっと詰めて考えられないか。恐らくは今まで述べてきた存在の要素

とも言うべき諸法を見る眼であろう。それを「清らかで汚れのなLリと形容し

たのであろう。註釈には

『法眼とは、他の場合には三道(預流道・ー来道・不還道)回と三果(預

流果・ー来果・不還果)とが法眼といわれるのである。ここでは第一の道

(預流道)が語られているのhamma-cakkhunti annattha tayo magga 

til)i ca phalani dhamma-cakkhu nama honti， idha pathama-maggo 

kathito (Vri. maggo va))J (SA.III.p.29736_82 ad S.56.11.15) 

とある。ここで法眼というのは仏道修行の聖者の位の最初の段階だという。そ

ういう解釈もあるが、ここでは眼が智の同意語であることは、先に見たところ

である。しかし法眼を得ただけではまだ初歩の段階なのである。彼を含めて五

人の比丘は後で無我の教えを聞いて解脱して阿羅漢になったと伝える。

次にCB~律J I大品jと『相応部VJでは、ここに神々の声を差し挟む。
『そして世尊によって法輪が転ぜられたとき、地にいる神々が声を上げた。

「このように世尊によってパーラーナシーにおける仙人住処、鹿野苑にお

いて無上の法輪が転ぜられた。沙門、バラモン、神、魔、党天、或いは世

界における誰によっても転ぜられない[法輪が転ぜられたJJと((s.Evarp) 
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pavattite ca pana bhagavata dhamma弔問kke，bhumma deva saddam 

anussavesurp ‘evarp CVri.，S. etarp.) bhagavata Baral).asiyarp isipatane 

migadaye anuttararp. dhamma-cakkarp. pavattitarp.， appativattiyarp. 

samanena va brahmanena va devena va marena va brahmuna va 

kenaci va lokasmin'ti) 0 J (Mvg.I.6.30: Vin.I.p.1137 123 S. 56.11.20: 

S.V.p.4231721) 

この声を聞いて他の神々(四天王天 catumaharajikadeva、乃至、党身天

brahma-kayika deva)も次々に同じ声を上げて、間もなく党天界までその声

が上がり、この 1万の世界が震動し、広大な光明が世界に現れたという

(Mvg.I.6.30-31: Vin.I.123-1"， S.56.11.17-19: S.V. pp. 42323_424')。この挿話

が何を意味するか、よくは分からないが、仏の教化活動が世に知られていった

ことを暗示している。また神々が仏教の修行者にも身近な存在であったことを

語っている。

この神々の声の話は③本 (CPS.l3.8-12，SBV. pp.13624_13714， Lal.p. 401120) 

や漢訳の仏伝資料 (r破僧事』巻6，T.24. 128a15目、『雑阿含』巻15(379) T. 

2.104a凶 6、『三韓法輪経JT.2.504bI2ヘ『四分律』巻32，T.22.788b出ーc'、『五

分律』巻15，T.22.104c21-105a4、等)に相当文がある。地震の発生を先にして

神々の声を後にする伝承もあり (Mv.III. pp. 3341-3359)、その逆もある(安

世高誇同事法輪経JT.2.503cI6ヘ『悌本行集経』巻34，T.3，811c26-812c4)。こ

のような伝承が事実に基づくとは思われないが、これほどの多くの伝承がある

のは、この話が早くから定着していたのであろう。

時に世尊は「ああ、本当におまえコンダンニャは覚って(分かつて)いる

(a色白asivata bho KOl_lcla白白0)J と感懐のことばを漏らした (udanarp.

udanesi) ので、彼は「覚れるコンダンニャ (A白白ata-Konda白白a，Vri 

A白nasi-)Jという名となったという (Mvg.I.6.31:Vin.I.1215ぺS.56.11.20:S. 
V.p.424811)。ここでS.56.11は終わる。さりげない簡単な記述の中から世尊の

生のことばが聞こえるようである。

根本説一切有部等の伝承では世尊と惰陳如との短い対話が伝えられている。

『そこで世尊は尊者情陳知に語りかけた (tatrabhagavan Kaul_lclinyam 

amantrayate sma)。

「惰陳如よ。おまえに法が分かったか (ajnataste Kaul_lclinya 

dharmah)oJ 

(情陳如)I分かりました。世尊。分かりました (ajnatal).bhagavann 
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aj白atal).)oJ

(世尊)I惰陳如よ。おまえに法が分かったのか。」

(悟棟如)I分かりました。善逝 (sugata)。分かりました。JJ (CPS. 

13.8-12， SBV. p.1361719， r破僧事』巻6，T.24.128a"13:爾時世尊告二惰陳
如一目。「汝詮レ法己」。答日。「世尊。我己謹。J1弗復告日。「情陳如。汝詮

レ法耳目。」答日。「善逝巳謹。」併言。「具害情陳如。既遍謹レ法」。また義浮

諜『三轄法輪経JT.2.504b8ヘ『雑阿含』巻15(379)T.2.104a10ヘ『法通

足論」巻6引用の縛法輪経 T.26.4 79c28ヘ「五分律』巻15，T.22.104cI9却

も同趣旨)

この簡単な会話も、このときの情景を示している。いずれの伝承も後からの文

章化ではあろうが、なお当初のことばの記憶に基づいているに違いなL、。@の

伝承は世尊の感懐のことばのみに絞って述べている。四分律」巻32(T.22 

788 b2527) も同趣旨である。『悌本行集経』巻34(T.3.811c)は世尊が説いた

という偶を挙げる。これも散文の伝承の韻文化であろう回。

情陳如に分かったという法は単数で示されている。その法は先ず世尊の説い

た教えである。その教えは我々の存在の諸要素、諸相、諸段階を意味する諸法

から成り立つ。それらの諸法は因果関係(四諦、縁起)によって成り立ち、原

因を滅するやその結果も滅してなくなるのである。

<Dr律JI大品Jでは、そのコンダンニャ(情陳如)は
『法を見、法を得、法を知り、法に深く入り、疑いを超え、惑いを離れ、

確信を得、師の教えに関して他には依存しない (dittha-dhammopatta-

dhammo vidita-dhammo pariyogaJha田dhammo til_ll_laべricikiccho

vigata-katharp.katho vesarajja-ppatto apara-ppaccayo satthu sasane)oJ 

(M vg.I.6.32: Vin.I.p.1219-22) 

とL、う。これも⑨聖典では定型文となっている。この類文は他の資料において

は少ないが、闇那幅多誇『悌本行集経』巻34に

「爾時長老情陳如。身如買得レ見二一切諸法一。如貰得レ矢口二一切諸法一。如

買得レ謹二一切諸法-。如貫得レ度二煩悩険路一。度ニ煩悩積一。度二無レ疑慮

一。心中決定無レ有二滞磯ー。巳得ニ無畏一。不レ従二他撃一。J (T.3.812c日)

とある。@では単数の法であるが、闇那堀多諜では複数である。単数の法(教

え、教法)は諸法より成り立つので、あるから、原意は変わらないであろう。

ここの法は⑨の伝統では、真実の在り方(諦sacca)の意味 (MA.I.1719-20)、

または四諦の教え (catu -sacca -dhamma)であるとも解される (BvA.131819)。

これは法を単数と解したのである。ここで-dhammaは所有複合語(有財釈)
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であり、コンダンニャの修飾語となっている。この文も法眼を得た者の形容と

して以下に繰り返されるのである。コンダンニャは世尊のもとで出家し具足戒

を得ることを願い出る。世尊は

『来たまえ。比丘よ。法(教え)はよく説かれた。正しく苦を終わらせる

ために党行(修行)を行えよJ(M vg.I.6.32: Vin.p.I.1223-25) 

と仰せられる O これが彼の具足戒であった、という。出家入門の儀式が非常に

簡素であったことが示されているO

時に世尊は残りの比丘達に法話をもって教え諭した (dhammiyakathaya 

ovadi anusasi)。すると 2人 (VappassaとBhaddiya)が同様に遠塵離垢の

法眼を得、出家入門を請うて許される (Mvg.I.6.33-34:Vin.I.pp.1227-132)。

世尊は食事を取って (nihara-bhatta)残りの比丘達に法話をもって教え諭

した。

r3人が乞食に行って持ってきた[食べ物]をもって、 6人の衆が命をつ

なぐ (Yarptayo bhikkhu pil)claya caritva aharanti， tena cha-bbaggo 

yapeti)oJ (Mvg.I.6.35:V仇I.p.1335)

その後に同様に、次に最後の 2人 (MahanamaとAssaji) も法眼を得て、同

様に出家入門を得ている。

ここまでの⑨の文脈では、四諦の説法によってコンダンニャが最初に、次に

2人の比丘が法眼を得、出家を許された後に、その 3人が初めて乞食に行った

ように読める O 最後の 2人の教育には日時がかかったとO しかし先に見たよう

に5人が納得するまでは難渋し、乞食する組と学習する組とを分けながら、多

くの日時を要して皆が理解するにいたったことを示唆する資料が、より古い伝

承に遡る可能性が想定される。

d 五植非我説(無我相経)

⑨『律JI大品」では、次に仏はいわゆる「無我相経」を説いたという問。

この部分は、『相応部J(S.22.59 Panca: S. III.pp.66-68， r雑阿合」巻 2(34)， 
T.2.7c，義津誇『五謹皆空経JT.2.No.102，499c etc.)にあたる。またこれま

でも用いた@本や漢訳の仏伝資料にも相当箇所がある。色等(五組)が我(Q5)

attan，③atman生きているものの主体、自由自在な自我、そして固定的な霊

魂)ではないということを、懇切に説くのである。我と訳されてきたアートマ

ンは、真の自己であるとともに永遠の霊魂であり、また個人を越えた宇宙霊の

ような意味まである。インドの宗教と哲学はアートマンの探究に熱心であり続

けた。それに対して仏教は、そういう形而上的なアートマンの問題には取り合
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わなL、。我については積極的に語ることなく、否定的に語ることが多い。また

自我意識や所有欲の主体と考えられるような自我にも、触れないで済むような

思考と言説の体系を構築しようとしたのである。いわゆる無我説である。その

難解とされる無我説の基本的な思考法がここに示される O それは自分の存在を

身心の諸要素(諸法、ここでは五車)に分解して、そのどれもが、私のもので

はなく、我ではないという論法である。しかもその現象的な諸要素以外に自分

の存在があるわけではなL、。専ら自己の存在を追究しながらも、自己を肯定的・

積極的には決して語ろうとはしないのである。世尊は五人の比丘に語りかける O

『比丘達よ。色は非我である(我ではない)。また比丘達よ。なぜなら、

この色がもし我であるならば、この色は病気にならないであろう。また色

に対して「私の色はこのようであれJI私の色はこのようであるな」とい

うことができるであろう (Ruparp， bhikkhave， anatta. Rupa負 ca

h'idarp， bhikkhave， atta abhavissa， na-y-idarp ruparp abadhaya 

sarpvatteyya， labbhetha ca rupe:‘evarp me ruparp hotu， evarp me 

ruparp ma ahosi' ti)。しかし、いいかね、比丘達よ。色が我でないのだ

から、色は病気になる。また色に対して「私の色はこのようであれJI私

の色はこのようであるな」ということができないのだ (Yasmaca kho 

bhikkhave， ruparp anatta， tasma ruparp abadhaya sarpvattati， na ca 

labbhati rupe:‘evarp me ruparp hotu， evarp me ruparp ma ahosi' ti)oJ 

(Mvg.I.6.38: Vin..I.p1318へS.22.59.3-4:S.III.p.6627-33) 
そして受、想、諸行、識についても、同文が繰り返される (Mvg.I.6.39-41:

Vin.I.pp.1324-145 S.22.59.5-11: S.III.pp.6834-6921)。いきなり色等(五語、身心)

が我(自我)ではないといって、色等が病気にもなり、思うようにならないこ

とを理由とする。色は眼(或いは五感)によって感じられものであり、まず人

(男女)の容姿や容貌や色艶である。しかし五車の色(色葱，色類の集合)の

存立の根拠が、地・水・火・風という四大元素(大種)が根拠(因hetu)であり

条件(縁 paccaya) であって (S.III.p.l0132-3，M.III.p.1715-6; r雑阿合』巻 2
(58)， T.2.14c)、肉体の物質的な諸属性・性質をも意味する。体外にもある色

は知覚されるが、ここでは病気にもなるのだから身体的な要素を意味している O

しかし色がそのまま身体・肉体であるのではなく、分析された肉体の属性・性

質のようである。受 (vedana，感受、感情)、想 (sanna，想念、観念)、諸行

(sarp.khara，生命力・気力・心作用など身心の諸潜勢力)、識 (vinn句a，認識、

意識)の四離は、大体は心のなかにあるのである(体力・生命力も行に含まれ

るであろうが、体内にある)。それらは病気や不如意を免れないというのは、
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分かりやすい。

この箇所に相当する⑤資料 (CPS.15.2-5，SBV. I. p.13810.20， Mv.III. p. 33512_ 
33614) は、ほぼ逐語的によく一致している。漢訳資料では『破僧事』巻 6，T 
.24. 128b16.20、『四分律』巻 32，T.22.789a品目、『悌本行集経』巻34，T.3.813 
b1.11、『五謹皆空経JT.2. 499do.13がほほ上の趣旨に一致する。ただ『雑阿含』
巻2(34)には

「色非レ有レ我。若色有レ我者。於レ色不レ藤ニ病苦生一。亦不レ得下於レ色欲中令

レ如レ是、不去令レ如レ是。以二色無U我故O 於レ色有レ病、有二苦生ー。亦得下

於レ色欲中令レ如レ是、不t令レ如レ是。受、想、行、識亦復如レ是J(T.2.7 
C山 8)

とあって、「色にもし我があるならば、色には病苦が生じないであろう。また色

に対して「色はこのようであれ、色はこのようであるな」ということができない

であろう。色に我がないのだから、色に病気があり、また色に対して「色はこ

のようであれJ1私の色はこのようであるな」ということができるのだ」の意
味になっている O 下線部のみが異なる O この相違から我は不変な存在であって、

思うように変えることができない存在であることを意味する。固定不変な我

(自我)とは何か。永遠不変な霊魂かも知れないが、明確ではない。我が何で

あるかは、語ろうとしないのである。以上の語り口も非常に特徴的である田 o

次に色等が無常・苦・非我であることが、比丘達との問答によって示される。

n世尊)1比丘達よ。そのことをどう思うか。色は常住であるか、或いは
無常であるか」と (TaJ11kiJ11 mannatha， bhikkhave， rupaJ11 niccaJ11 

va aniccaJ11 va ti)。
(比丘達)1尊師よ。無常でありますJCAniccam bhante)。
(世尊)1ではおよそ無常なるものは、苦であるか、或いは楽であるか」
と (YaJ11pananiccaJ11 dukkhaJ11 va taJ11 sukhaJ11 va ti)。
(比丘達)1尊師よ。苦でありますJ(Dukkham bhante)。
(世尊)1およそ無常であり、苦であり、変異の性(変易法)があるものを、

《これは私のものだ。私はこれだ。これが私の我だ》と見倣すことは適切

であるかJと (YaJ11pananiccaJ11 dukkhaJ11 viparil).ama-dhammaJ11， 
kallaJ11 nu taJ11 samanupassituJ11 - etaJ11 mama， eso 'ham asmi， eso 
me atta ti)。
(比丘達) 1尊師よ。そうではありませんJ(No h'etam bhante) 0 J 
(Mvg.I.6.42: Vin.I.p.145.10， S.22.59.12: S.ill.p.672与四)

そして同文が受、想、諸行、識についても、繰り返される (Mvg.I.6.43:Vin 
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J・P・1410ペS.22.59.13-16:S. ill .pp.67却-685)。⑤資料 (CPS.15.6-15，SBV. I. 
pp.13821-1似 cf.A vadanasαω初二=Avs.II.1げつ57) は、上とほぼ逐語的によ
く一致している。 Mv.(III. p. 33720-33812)は趣旨は合うが、前後の文脈と行
文は上より冗漫である。漢訳資料 (r破僧事』巻 6，T.24. 128b21-d， r四分律』
巻32，T.22.789a1S.22、『五分律』巻15，105aJ7.20， r悌本行集経』巻34，T.3.813 
b12.18， r過去現在因果経』巻 3，645a6.11、『雑阿含』巻2 (34) T.2. 7d9ヘ『五
謹皆空経JT.2. 499d318) にも、ほぼ上の趣旨が見られる。
続いて世尊は教える。

『比丘達よ。それゆえに、ここにおいておよそ色なるものは、過去・未来・

現在なるものも、内なるものも、或いは外なるものも、或いは組大なるも

のも、或いは微細なるものも、或いは劣ったものも、或いは優れたものも、

およそ遠くにあるものも、或いは近くにあるものも、全て色は、「これは

私のものではなL、。私はこれではなL、。これが私の我ではなLリと、この

ように有りのままに、正しい智慧をもって見るべきである (Tasmatiha， 

bhikkhave， yaJ11 kinci rupaJ11 atitanagata-paccuppannaJ11 ajjhattaJ11 

va bahiddha va o!arikaJ11 va sukhumaJ11 va hinaJ11 va pa平itaJ11va 

yaJ11 dure santike va， sabbaJ11 rupaJ11 n'etaJ11 mama， 

n'eso ham asmi， na m'eso atta ti -evam etaJ11 yatha-bhutaJ11 samma-

ppannaya datthabbaJ11)oJ (Mvg.I.6.44・Vin.I.p.1416へS.22.59.17:S.ill. 
p.68611) 
さらに受、想、諸行、識についても、これと同文が繰り返される

(M vg.I.6.45: Vin.I.p.1416.26， S.22.59.18-21: S. ill .pp.681220) 0 ⑤資料 (CPS.
15.16-17， SBV. I. p.13919， Mv.III. pp. 33812-18， 34011， cfAvs. II.pp.1699目

1703)も、上とほぼ逐語的によく一致している。漢訳資料 (r破僧事」巻6，T. 
24. 128c2.5、『四分律』巻32，T.22.789a23ヘ『五分律』巻15，105a21.22、『悌本

行集経』巻34，T.3.813b19ヘ「雑阿含」巻2(34) T.2. 7C2427、『五誼皆空経』

T. 2. 499c19.22) にも、ほぼ上の趣旨が見られる。色等の非我なることを示す定

型文@資料でも

naitan mama， nai号o'ham asmi， nai号ame atmeti (CPS.15.16-17， SBV. 

I. p.13934， Mv.III. pp. 33814-15， 340913， Avs. II.pp.16911， 1702) 
とあって、@文ともよく一致を示している。なお上では色等が同一文で、「内

なるものも、或いは外なるものも、…遠くにあるものも、或いは近くにある

ものもJというのは、どういうことか。色は眼に見え感官で把握されるのであ
るから、自分の体内・体外にあり、近くにも遠くにもある、ということは納得
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できる。しかし受・想・行・識は心の中にあると考えられるから、「外なるも

の」とか「遠くにあるもの」とは理解しにく L、。受以下についても機械的に繰

り返す原文に特別の意味があるのか。意味があるとすれば、それらは心の中に

あるとはいえ、外の世界に関わっていると考えざるを得ないであろう。例えば

自分が苦楽、快・不快等を感じ、快感・不快感等を覚えるときにも、その感情

の本になる刺激は外からやってくる。それで「外なるもの」とも、「遠くにあ

るもの」ともいうのであろう。外なる世界も全て自分の識・受・想、・行・識を

出ないのである。我々は世界を認識し、世界についての観念を持っている。し

かしその世界といっても、心の中の世界以外ではなL、。客観的な世界という視

点がないのであろう。いわば自己中心的な世界を問題としているのである。

さらに世尊は最終的な目標を教える。

『比丘達よ。このように見ると、有聞の聖弟子は色に対しでも厭離する。

受に対しでも厭離する。想、に対しても厭離する O 諸行に対して厭離する。

識に対して厭離する。厭離すると離欲する。離欲するから解脱する。解脱

すると、「解脱したJという知(自覚)がある。「生は尽き、党行は成り、

なすべきことはなした。こうであること(この状態)より他になL、」と悟

る、と (Evarppassarp， bhikkhave， sutava ariya-savako rupasmim pi 

nibbindati， vedanaya pi n.， sa白白aya pi n.， sa白kharesu pi n.， 

vi白na早asmim pi n.; nibbindarp virajjati; viraga vimuccati; 

vimuttasmirp vimuttam iti naIfarp hoti，‘khi早ajati， vusitam brahma-

cariyarp， katarp karaIfiyarp， napararp itthattaya' ti pajanati' ti) 0 J 

(M vg.1.6.46: Vin.p.1.1425-32， S.22.59.22: S. ill .p.682126) 

自分の存在にある色等が無常、苦、非我であり、自分の思いのままにならない

ものであることを、よくよく見極めると、色等を厭い、離欲し、解脱し、解脱

したと自覚する、というのである。究極の悟りを得るというのである。この最

後の文は解脱したという自覚(解脱知見)を示す定型文であり、もう再生はな

いという確信で結ぼれている。ただこの定型文の最後が読みにく L、。註釈では

「こうであること(この状態)Jとは、もうこのようになすべきこと(四諦の修

行)があるために、または煩悩を滅するために道の修行はない、またはこの身

心(轟)の相続より他には身心の相続はない、と二様に解する5九

この定型文は③ 資料では次のように、最後句を「これよりほかの生存を知

らない、と」と、より理解しやすい形になっている。

K号iIfame jatir u与itarpbrahma-caryarp krtarp karaIfiyarp naparam 

asmad bhavam prajanamiti (CPS.15.18:II1.p.4491718， SBV. 1. p.1391314， 
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Avs I1.p.1705， Lal.p. 4182021)59) 

このような細部の相違を別とすれば、@資料 (CPS.15.18，SBV. 1. p.13910-14， 

cf. Avs I1.p.1703-5) も、上とほぼ逐語的に一致している。漢訳仏伝資料(~破

僧事』巻 6，T.24. 128c6-9、『四分律』巻32，T.22.789a27-b16、「五分律』巻15，

105a22ヘ『悌本行集経』巻34.T.3.813b26-c1、『雑阿含』巻 2 (34) T.2. 7C28_ 

8a4、『五菰皆空経JT.2. 499c22-27)にも、ほぼ上の趣旨が見られる。以上のよ

うな色等の非我説は散文で説かれているが、古い伝承に遡る可能性がある 60)。

この節の終わりで、五人の比丘が世尊の説かれたことを喜び、執らわれがな

くなり、心が諸漏(煩悩)より解脱した (anupadayaasavehi cittani 

vimuccirpsu)。そのとき世に六人の阿羅漢がおられる (Mvg.1.6.47: Vin.p.I.1 

43237， S.22.59.23: S.ill.p.6827-30) と結ばれる。

六人の阿羅漢の誕生は、漢訳仏伝資料(~破僧事』巻 6 ， T.24. 128c10ヘ『五

分律』巻15，105a24ヘ「併本行集経』巻34，T.3.813c24、『過去現在因果経』

巻 3，T.3.645a1314) にも認められる。⑤の仏伝資料 (CPS.15.19，SBV. 1. 

p.13914-17) では、『そのとき世に五人の阿羅漢がおられ、そして世尊は第六で

ある』と Lサ。五人が解脱したことは他にもいう(~四分律』巻32， T.22.789 

a27 _b2、『雑阿合』巻 2 (34) T.2. 7C28_8ゲ、『五藷皆空経JT.2. 499c2227)。解

脱したというのは、煩悩に執われなくなったというのである O 六阿羅漢という

のは、仏と五比丘を区別しないのである。このように仏と 5人の比丘とを同等

に見る伝承は古い伝承に遡るものであろう刷。

ここで「無我相経」が終わり、初転法輪の節が終わる。初説法の内容は中道

(八正道)と四諦と非我(無我)の教えであるという。@伝承は最も統一的に

成文化され、型枠にはまった定型文の集積のようにも見える。初転法輪の情景

は演劇の一幕か、儀式(法会)のように、隙もなく滞りもない。これは明らか

に後の人々の成文化の努力の結果であろう。当初は世尊を信頼せず、 3度も反

論する比丘達を教える仕事は、儀式で済んだはずはなく、多くの日時をかけて

延々と法話が続き質疑や問答が繰り返されたに違いない。初説法が実際そのよ

うであったとするならば、膨大な言説が交わされたに相違ないが、成文化の過

程は逆に短い文(話)の諸断片から始まって、集成と増広と定型化を経てきた

ものと思われる。

こうして諸伝承を比較対照して考えてみると、共通の伝承の核のようなもの

が見えてくる(例えば四諦の三転十二行相)。また多数派の伝承でなくとも稀

には、生々しい現実性を窺わせる文言も残っている(例えば乞食と開法との役

ハ同
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割交代制)。この節は散文から成るが、そこには古い伝承が含まれ、しかも仏

自身のことばの特徴さえも残っている可能性をも追求してみた。
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記録はなお続き、法をめぐる資料も多い。それらの考察はなお続けたL、。(未

完)

小結一反省と展望

(Ê)~律J I大品」の文脈では、この後、長者の息子ヤサ (Yasa)が悩みを懐

いてやって来ると、仏は迎えて、 }I国々に導く語り(二次第説法)を語る。即ち

布施の談義、戒の談義、天の談義、諸欲の短所・卑しさ・持らわしさ、出離

(出家修行)における長所を明らかにし、彼が柔順な信ずる心になったのを知っ

て、苦・集・滅・道(四諦)を説き明かすと、彼にも同じように法眼が生じ、

また彼を探してやってきたその父親と、その母親と嫁にも、同じような説法に

接して法眼が生じたという。ヤサは煩悩から解脱し、出家したが、両親と嫁は

信者となったという。ヤサと同じようにヤサの 4人の友人、 50人の友人、他

の30人の遊び仲間にも、四諦の教えに接して法眼が生じたという (Vin.I.

2335-37)。

このように四諦の説法を聞いて法眼が生じたという例は他にも多L伊)。こう

して見ると法眼の内容を示す定型文の後半の「およそ何でも集起する性質(法)

があるものは，すべて滅する性質(法)がある」は、四諦説の要旨であると理

解すべきもののようである。

しかし舎利弗と目速に法眼が生じたという場合は違っている。舎利弗は五比

丘の最後になるアッサジ(馬勝)より、

『およそ諸々の法は因より生ずる、それらの因を如来は説いた (ye

dhamma hetu-ppabhava tesarp heturp tathagato aha)。また大牟尼は

それらの滅もまたそのように説く (tesanca yo nirodho， evam-vadi 

maha-samaI)o)J (Vin.I.p.40'8-29) 

という偽(縁起法煩、法身偽)を聞いて、法眼が生じたとL、ぅ。次いで日連は

舎利弗よりそれを聞いて法眼が生じたという。法眼の内容は縁起説の要点とし

て理解される O 実は四諦説の要点はすなわち縁起説の要点なのである。ここの

諸々の法(諸法)とは、すでに解してきたように自分の生存の諸要素であり身

心(心身)の諸要素であり、縁起の関係によって成り立ち、また減すべきもの

である O この縁起説の要点を述べる偽は仏教の核心として広く行われてきたの

である問。

本稿では、古い伝承の核を求めたところ、極少数の韻文にもまして、多くの

散文資料の重要性が明らかになったように思う。仏教教団の成立をめぐる伝承

註

1 )村上 (2006)I諸法考 dhammaの原意の探求と再構築 (1)諸法と縁起J(~仏

教研究J34号， pp.63-132)。村上 (2007)I諸法考-dhammaの原意の探求と再構

築 (2)法と諸法縁起成道から党天勧請までJ(~仏教研究J 35号， pp.79-134)。

本稿もこれら前稿の体裁を受け継ぎ、書名略号等も同様にしたい。

2) 村上「仏教における法の意味-sabbaJTltaJTl nirodha-dhammaJTl考一J(~印度哲学

仏教学』第22号， 2007年10月， pp.236-260)。

3) 語順を転倒させてはいけないという経文はA.4.160=II.p.147叫 25にある。

4) 石飛2007は、「ブッダの説く教えのなかに出てくる形容詞も主語の位置を占める」

(p.49)として一貫している。たとえば石飛訳 (p.53)に「空なるものは世界であ

る」とは su白白o1oko (S.IV.p.543) の和訳文である。これは語頭の形容詞を名詞と

読んだものとも理解されよう。パーリ原文を逐語訳すると「空なる世界」、または

「空なのだ。世界は」であろうか。それは「世界は空である」の強調形ではないの

か。原文の語順の通りに理解することが重要だとしても、異なる言語体系に翻訳す

る場合には困難がある。同じ語順の英文‘Emptyis the world.'を想定すると、こ

この主語は‘Theworld is empty.'の場合と同じく worldである。しかし石飛訳に

倣うなら‘Something巴mptyis the world.'となり、 Somethingが主語となろう。

原意はどっちであろうか。 Somethingに当たる語 (yokoci)がパーリ原文にはな

いから前者であると私は思う。尤も日本語は往々にして暖昧な表現を許容するよう

なところもあり、彼女の独特の表現体系もまた可能なのであろう。実に語)1原通りに

理解するという方法が彼女の重要な視点であって、しかもそれなりに成功を収めて

いるのである。それに比べると、いまの主語についての詮索は些事に過ぎないであ

ろう。しかし訳語や用語についての吟味をおろそかにしてよいわけはない。また法

は形容調で示されるのかという問題がある。北川秀則『インド古典論理学の研究

陳那 (Dignaga)の体系一J(1965， p.7)は、「声は無常なりJ(anityaちsabdal))

という場合、法は無常性 (anityatva)であって「無常J(anitya)ではない、と指

摘している(但し括弧内の原語は村上による。原語の確定には、同書pp. 145-14 

9， 291-293の議論を参照)。なお上引のサンスクリット原文 (Nyaya-sutra-bh向:ya

1.1.39に出でいる)は、北川訳のように主語が後置されていると解すべきである。

5 ) 過去のヴィパッシン仏の事跡を語る『長部』第14経(大本経 :D.II. p.403-14) にも、

同様に説法の相手についての思案が語られている。
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6) ③では Arãqa という。その姓 (gotra) が Kãlãma である。 Asva-gho~a (馬鳴)

のBuddha-carita(仏所行讃)XIIでは、世尊が出家後に彼を訪ねてその説を聞い

て批判している。彼は一種のサーンクヤ哲学の二元論的自我観を説いている。それ

については村上(1978)rサーンクヤ哲学研究ーインド哲学における自我観 」
(春秋社)pp.769-774に論じた。

7) maha-janiyo について VinA.V.p.9632らには Maha-janiyo ti satta-

divasabbhantar官 pattabba司 magga-phalatoparihinatta mahati jani assa ti 

maha-janiyo akkhal)e nibbattatta (1大きな損失をした」とは、 7日の間に得ら

れるべき修道と果を失ったのだから、彼には大きな損失がある、というので「大き

な損失をしたJo[彼は仏法が聞けなL、]難所に[再]生したのだから)とある O

mahajaniyo (大いに品性がよろしL、)ではない。

8 )原語は indriyani(諸根、諸感官)。邦語の語感では、「人品や心の動きは顔に表れ

るjというような言葉にいう「顔」に相当すると思う。

9) Vri.はインドの Vipassana Research Institute， Dhammagiri， Igatpuri， 

Maharashtra， Indiaからインターネットを通して得た三蔵・註釈等の本文〕の略

号である。同研究所で作成し無料で配布された ChatthaSangayana CD 

(=CSCD)の本文も同じで、諸本の対照と諸版のページを知る上で有用である。イ

ンターネットを通して得た本文のほうが見易く加工利用も容易である。

10) Udv.と法句経類との対照研究には、丹生実憲『法句経の対照研究J(1968)、水野

弘元『法句経の研究J(春秋社、 1981)が有用で、このたびも恩恵にあずかった。

維祇難等諜『法句経』巻下、愛欲品の「若費二一切法一 能不レ著二諸法一一切愛

意解為レ通二聖意ーJ(T.4.571b)が、 Udv.21.1(Dh.353)にあたる。『法集要領

経』には「自獲二正覚最無等ー不レ染二世間一切法ー具二一切智力一無畏然無レ師

亦無レ護J(T.4.787b、三本の異読に従う)とある O 両者にかなりの相違がある。

11) Lambert Schmithausen， Zu den Rezensionen des Udanavarga与，WZKS. 

XIV，1970，pp.4 7・124は、 Udvの異文・異読を調査し、類別を試み2種の改訂本の

存在を論じている。

12)なお『中本起経』や『法句警輸経』巻3の第1偶は、『出曜経』巻20では如来品第

二十二の第 1偶として、六師との関連で次のように説かれている。

最正覚自得 不レ染二一切法一 一切智無レ畏 自然無レ師保 (T.4..716b出')

これは Pl，S2の変形であり、 Udv.21.1に相当し、この第3句はベルンハルトが採

用した読みに一致するものと思われる。

13) sarvabhibhu sarva-vido，担旦笠旦L笠立生ica型笠豆生ianopalipto/ 

[cf.Plab，S2ab] 
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笠立竺ino，ham主盟全主盟主主豆旦旦担旦 [cf.Plc，S2c] 

ahaql些盟主主生主imllddiseyam// (Mv. III.32658) (Ml) [cf.Pld，S2d] 

na me acaryo asti kascit sad，so me na vidyat巴/ [cf.P2ab，Slab] 

eko， smi loke sambuddho， prapto sambodhim uttamam / / (Mv. III.326"12) 

(M2) [cf.P3c，Slc] 

ahaql hi asmy araha loke控型旦loke担回虫旦主 [cf.P3ab，S4ab] 

sa devakasmiql lokasmiql sad，品ome na vidyat巴// (Mv. III.32615.1つ
(M3) [cf.P2cb，S4c] 

jina hi旦担豆主堕型Q，yeprapta asrava-k号ayaql/ [cf.P5ab，S5ab] 

jita me papaka dharma， tasmad ahaql Upaga jin0//ωd"v.III.3261920) 

(M4) [cf.P5cd，S5cd] 

paur)qarikaql yatha var♀aql anope na pralipyate (例えば白蓮の色が泥水に汚

されないように)(Mv.III.32621) 

eva叩 lokena lipyami tasmad ahaql Upaka jinal) (そのように[私は]世間に

汚されないのだ。ウパカよ。それゆえに私は勝者なのだ。)(M5) 

abhij白eyaqlabhijnataql sad vaktavyaql ca bha号yati(よく知るべきことはよく

知られた。またいうべき善きことは諮られた。)

prahatavyaql prahinaql me tasmad ahaql Upaka jinal) (私の捨てるべきもの

は捨てられた。ウパカよ。それゆえに私は勝者なのだ。 )ωd"v.III.32713) (M6) 

Varal)asiql旦mi号Y担 i塾塑並盟翌am，ta-dundubhim/ [cf.P4bd，S6ab] 

dharma -cakraql pra varta yi tur11 yalloke~v aprativartitam / / (Mv. III.327"') 

(M7) [cf.P4a，S6cd] 

yo me dharma adhigato viragopasamo sivo (およそ私の到達した法は離欲・寂

静で、吉祥だ。)

tam ahaql pravartayi手yamihitaya sarva-pral)inaql (その[法を]私は一切の生類

の利益のために転じよう。)(M8) 

ye cabhyatita saqlbuddha ye ca buddha anagata (およそ過去の正等覚者達、

また未来の諸仏)

ye caitarahiql saqlbuddha bahunaql soka-naSaka (また今多くの愁いをなくす

る正覚者達は)

dharmaql desenti satvanaql buddhanaql e号adharmata (衆生達に法を説く。こ

れが諸仏の法性なのだ。)ωd"v.III.3278.12) (M9) 

(下線部は Pとほぼ一致するところを示す。新出の分は 2句毎にに訳文を加える。)

14) yo eva-rupaql nara-damya-sarathiql d，号tvamahar号iqlparivaryeya/ 
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hastehi padehi ca so maha-sirirp. pra早amayee号aativa-matrarp.11 (M9) 

(誰でも人を調御する御者であるこのような大仙人を、手や足で避けるようなこの

者は、甚だ大層なる大吉祥を放擁するであろう。)

15) r傍本行集経』巻33(T.3.808a22-b却)の備を示し、 M、P、Sとの対応関係を摘記
する。

我巳降二伏諸世間一 成二就具三足種種智一

於二諸法中ー不二染著ー 永脱二一切愛網羅一

能為レ他説二誇神通ー 是故名為二一切智一

[cf.M1ab， P1a， S2a] 

(仏1)[cf.M1bc， P1bc， S2bc] 

[cf.P1a， S2a] 

我今堪レ受二世間供一 自在得レ成二無上尊一

一切天人世界中 唯我能降二諸魔衆一

(仏2)[cf.M3ab， P3ab， S4ab] 

(808a22.29) [cf.M3c， P2c， S4cd] 

我無レ有レ師内自覚 世間更無二奥等繁一 (仏3)[cf.M2ab， P2ab， Slab] 

天人中唯我濁尊 身心清穆得二解脱一

一切通慮皆通達 所レ可レ謹慮巳護知 (仏4)[cf.M6a] 

可レ安之慮巳得レ安 故稽我為二世尊上一

猶如二分陀利在17水 雄三復慮在二於水中ー (仏5)[cf.M5ab] 

而不レ為二水之所1711占 我在二世間一亦復爾 [cf.M5c] 

不レ為二一切世所17汚 是故稀我為二例陀ー (808b''')(仏6)[cf.M5cd] (以下散文

5行略)

我今欲レ縛二妙法輪一 故至二於彼波羅捺ー [cf.M7ac， P4a (b)， S6ca] 

幽膜衆生悉令レ暁 撃二倣甘露鼓之門ー (808b'..ll) (仏 7)[cf.M7b， P4cd， 

S6b] 

(以下散文4行略)

慮レ賞レ知我伏二諸怨ー 永壷二一切諸有漏ー [cf.M4ab， P5ab， S5ab] 

世間諸悪法皆滅 故我稀為二真正尊ー (808b山 7)(仏8)[cf.M4c，P5c，S5c] 

(而有傷設808b'8)

何怪得レ利自養育 不レ能四増ニ長利三益他ー

見二衆幽膜ー不二慈悲一 得道勝他共分用 (仏9)

自度ニ彼岸ー賭二波溺ー 若不レ能レ抜非二善人一

自;得二地裁一見二貧窮ー 而不レ施レ他是非レ智 (仏10)

手自執二持甘露築一 見レ有二病人一不レ輿レ治

可レ長瞭野得レ路行 賭二彼迷人ー慮二教示ー (仏11) 

如三大闇燈作二光明一 明盛不レ著二在我心一

悌亦知レ是作二法光一 於二此因縁ー亦不レ著 (808b"田 ) (仏12)

(一天神….以レ偽告二彼優波伽摩婆羅門一言 808b929-c') 
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今値二無上天人師一 不レ識二世尊至真費一

邪見赤鐙欲レ何去 汝嘗二受レ苦未レ期央ー (仏13)

若逢二如レ是調御師ー 捨レ之不レ愛二供養一者 [cf.M9ab] 

手足奥レ汝何功徳 臆嘗三於レ此生二信心ー (808c.. 7) (仏14)[cf.M9c] 

この中で仏7cdはP4cdに対応しているが、 M7bとS6bとには部分的に対応する

に過ぎない。なお「有偶説」については次に触れる。

16)この部分の③原典はないが、チベット訳 (r東北目録jJNo.4156， r影印北京版西蔵
大蔵経 129jJNo.5656)があり、梶山雄一訳『プッダチャリタjJ(講談社『原始仏

典十jJ1985) pp.171-172に相当部があり、『傍所行讃』巻3(T.4.29b時制)にも相

当傷がある。後者は曇無識課と T本文にあるが、しかし『出三蔵記集』巻2(T

.55. 12a25•27)、同巻15 (113a25) には、宋の元嘉26年 (449)に70余歳で亡くなった

縛賓雲が六合山寺で訳出したとある。金倉円照『馬鳴の研究jJ(1966) pp.39-40参

照。

17) r影印北京版西蔵大戴経 129jJNo.5656， p.149 (67b8， 68b')。梶山前掲書p.371
註記でUpagaを想定している。漢訳はむしろ Upakaを示している。

18)主主主旦旦主主ime笠旦kascit，sadr釦 mena vidY1:l.teI [cf.P2ab，Slab] 

eko 'ham asmi sambuddho，釘ti-bhiitorlirasravabl/ 仏al.40520•21 ) (L 1) 

[cf.P3cd， Slc] 

aham eva araharp担註sastahi担旦笠E些ど [cf.P3ab， S4ab] 

sa-devasra-gandharve n，asti me pratipudgalabl1 (Lal.4062.') (L2) 

[cf.P2cd， S4c] 

jina hi 担割豆主主笠~， re prapta asrava-k号ayarnI [cf.P5ab， S5ab] 

jita me papaka dharmas， tenopaga jino hy ahamll (Lal.4066•7) (L3) 

[cf.P5cd， S5cd] 

Varal).asirp. gami事Y主!!igantva vailfaSinarn purir!l (さあ、ヴァーラーナシーへ

丘主主。カーシーの都へ行って) [cf.P4b， S6a] 

andha・bhiitasyalokasy'! kartasmy asadrsarp. prabharp. (暗闇となった世間に比

類のない光明を作ろう。)(L4) [cf.P4c， S6a] 

V aral).asirp.星空mi与Y主!!igantva vai ~ãsinarp. p恨rirp.(繰り返し)

品匂abd白a司t加1註inas岬yaloka部.syat泊a剖4卵ay計i早~ye'!m即nr口r句-du凹1江mdub占h削limn(声を失つた世間に歪盈i土茸t 
露)の太鼓をば撃とう。0)(仏L5ω) [cf.P4d， S6b町] 

Var旬 asirp.旦mi号yamigantva vai ~ãSinarp. punrp. (繰り返し)

dharma-cakrarn pravartil?Ye lok時vaprativartitamll (Lal.406，O.，5) (L6) 
[cf.P4a， S6cd] 

125 



諸法考-dhammaの原意の探求と再構築 ( 3 )法と諸法

19) rr方慶大荘巌経』巻11(T.3.606a21') に出る備と Lの偏に相当する散文のみを示

し、 L、M、P及びSとの対応関係を摘記する。

我本無レ有レ師

於レ法自能質

我為二世間

世無二輿レ我等-

Z登二清海無17漏 (606a2•3)

無上導部ー

賞レ度二一切一 真阿羅漢 (606a'.7)

(如来答言 606a8)

我於二世間ー最為二殊勝一。滅二一切煩悩悪法一。

我為二正覚ー。

我往二波羅奈ー

為二盲冥衆生ー

(606a'.10) 

於二鹿野苑中一

撃二甘露法鼓ー

[cf.Llab， P2ab， Slab] 

(方 1) [cf.Llcd， P3cd， Slc] 

[cf. L2ab， P3ab，S4ab] 

(方2)[cf. P3a] 

[cf.L3c， P5cd，S5cd ] 

[cf. P3c] 

[cf. L4a， 5a， 6a， S6a， P4 (b)] 

(方3)[cf.L4c， 5d， P4cd， S6cd] 

轄二所レ未二曾縛ー無上勝法輪一 (606aI41') [cf.L6cd， P4a， S6cd] 

20) rr過去現在因果経』巻3 (T.3.No.189， 643do.27) におけるウパカ(優波伽)と世

尊の説く傷をP・S・L'Mとの対応関係を摘記する。

(優波伽・・・即脱レ偽言643c山 1)

世間諸衆生皆為二三毒ー縛諸根又軽操馳三蕩於二外境一市今見レ仁者

諸根極寂静必到二解脱地一 決定無レ有レ疑仁者所撃レ師其姓字何等(643d216)

(爾時世尊以レ偶答日 643cつ
我今巳超二出 一切衆生表ー

微妙深遠法

三毒五欲境

立日二蓮花在U水

自悟二八正道一

以二清穆智慧ー

我今巳具レ長日

永断無二徐習ー

不レ染二濁水泥ー

無レ師無二等侶ー

降二伏大力魔ー

今得レ成二正貴一 堪レ為二天人師一

身口意満足 故競為ニ牟尼ー

欲下趣二波羅奈ー 縛中甘露法輪上

是天人魔究 所レ可レ不二能轄ー (643d8.27)

21) rr悌所行讃』巻3(T.4.29a3") にはこうある。

[cf.M1ab， P1a， S2a] 

(過 1) 

(退2)[cf.M5ab] 

[cf.P2b] 

(過3)[cf. S4d] 

[cf.S3cd] 

(過4)

[cf.S6a， P4a (b)] 

(過5)[cf. S6 d] 

群生皆染著 而有二無レ著容一世間心動揺而濁静二諸根一光顔知二満月一

似味二甘露津一容貌大人相 慧カ自在王 所レ作必巳調停 為レ宗裏二何師-

22) Otto Franke， Die Gathas des Vinayapitaka und ihre Parallelen， WZKM 1910 

(Rudolf Otto Franke Kleine Schrijten， Glasenapp-Stiftung Band 17， 

Wiesbaden 1978， Teil II.pp.778-865).今参照したところは pp.811-816にある。
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23) CPS.I0.2=SBV. I.p.13214 (ウパガは言う):vipr呈sannanite ayu!?mar1 Gautama 

indriyani parisuddho mukha刊 rl)aparyavadatas chavi-varl)ah恒三笠亘目立

man Gautama sasta. karp vasi uddisya pravrajital). kasya va dharmarp 

E旦E笠i.下線部は@と一致している。最初と 2番目の問いの順序が⑨とは正反対

である。②に比べて僅かに語句が多いが、意味の変更はなL、。

24) ウパカは後日、ヴァンガ (Vanga，東方の辺国、恐らく Bengal)まで行き、援助

を受けた猟師の娘に恋し還俗して家庭を持ち息子を得たがたが、妻の噺笑に耐えず

出奔して仏を訪ねて閣法し、不還果を得たという(乃iII.pp. 25823-26025，村上・

及川『仏のことば註(二)Jl春秋社 1986、pp.I77-180)。彼は初め裸行で衣も着な

い沙門で乞食行をしていたので、猟師の信頼を得たという。アージーヴィカは、マッ

カリ・ゴーサーラ (Makkhali-Gosala)が創めた苦行者の宗教といわれ、宿命論、

運命決定論を特徴とするとL寸。漢訳では邪命外道の名で知られる。

25)村上・及川『仏のことば註(二)Jlpp.181-182にここの和訳を示しである。

26)前註24参照。法矩共法立諜『法句響輸経』巻3(T.4.No.211， 594b)では、党志憂

呼といい、その夜半に死んだという。

27) Mv.III.pp.324四ー3292には Uruvilva→ Gaya→ Aparagaya→ Vasala (U paka 

ajivikaとの遜遁・対話)→ Cundadvila→ Lohitavastuka(Lohitaka)→ 

Gandhapura→ Sarathipura→ G拍 ga河岸→(船頭に船賃を求められて自ら神

通によって飛んで渡河)→Varanasi→ R斜patana(五比丘と再会)という経路が

語られている。 Lal.pp.4053-40717には Bodhimal)cla→(或るajivikaとの遜遁・

対話)→ Gaya→ Rohitavastu→ Uruvilvakalpa→ Al)ala→ Sarathipura→ 

G拍 ga河岸→(船頭に船賃を求められて自ら神通によって飛んで渡河)→Vara明si

→B-9ipatana MJ;'gadava (五比丘と再会)という順である。漢訳では『悌本行集

経』巻33，T.3， 808a13-809b叫に、道樹 (Bodhi)→腕陀羅村(陪言巌蛾)→純

陀私渓羅衆落(惰言無角堆、 or周蘭那裟陀羅Cundadvila)(一乞婆羅門:優波伽

摩(惰言来事Upagamana)と逢い対話)→迦蘭那富羅衆落(惰言耳城)→慮櫨

多柄蘇兜衆落(惰言閉塞城Rohitavastu)→恒 (Ganga)河岸(船師に船賃(度

価)を求められて自ら神通によって飛んで渡河)→波羅奈城 (Varal)asi)→鹿

苑林(尽号ipatanaMrgadava，五仙人と再会)という順序である。同様に『方虞大

荘巌経』巻 11， 605c担-606げでは菩提樹→(ー外道:阿字婆ajivikaと逢い対話)

→伽耶城 (Gaya)→慮醸多婆蘇都村 (Rohita vastu)→多羅衆落→裟羅村

→恒河遠(船人に船賃(価直)を求められて自ら神通によって飛んで渡河)→波

羅奈 (Varal)asI)→鹿野苑 (MJ;'gadava，五比丘と再会)とLサ。

28)ガヤーから今日のパトナ (Patna，⑨Pataliputta，③Pataliputra)への直線の道が、
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仏の時代にあったかどうかは分からないが、東に迂回すると途中にマガダの都(今

のRajgir，~Rãjagaha，③Rãjagrha) やナーランダー (Nãlandã)がある。パトナ

の西方にはおそらくガンガー北岸にアーラヴィ(②λ!avi)があり、西にガンガーを

遡るとパーラーナシーである。このように行くなら、その距離は300kmを遥かに越

えるであろう。法顕も玄焚もほぼこれらの地点を通っている。

29) Mv.IIl.p.328'-I¥ Lal.pp. 40622-40711， r備本行集経』巻33，T.3，808d2-809a11、『方
慶大荘巌経』巻11， 606a乱蹄(前註27参照)。

30) r破僧事.1T.24. 127b23 :不レ見=如来前後相貌諸根差別一。『中阿合』巻56i羅摩経」
T.2.777c叫 5.本不レ見二卿諸根清穆光明照耀ー。卿程曇。今諸根清1'1。形色極妙。面

光照耀。

31)但し『中阿含.1i羅摩経JT.1.777c26-778a2では、その前に中道と八正道が説かれる。

32)最古の安世高誇『縛法輪経.1(T.2， No.109， 503b)には、両極端をニ事堕遁行とい

い、ー為念在食欲無清海志。二為猪著身愛不能精進とあるが、第二は苦行ではなく

「二は身に猪著(執著)する愛となし、精進する能わず」と、自己愛を意味し、他の伝承

から孤立する。

33) CPS.11.16と SBV.p.13118-20: arya号tarigomargai). samyag.dr科ii). tad-yatha 

(SBV.tasya) samyak-sarikalpai). samyag-vak samyak-karmantai). samyag-

ajivai). samyg-vyayamai). samyak-smrtii). samyak-samadhii).. r破僧事』巻 6，
T. 24.127c2-' :所謂八聖道。云何為八。所謂正見・正思惟・正語・正業・正命・正

精進・正念・正定。

34) Mv.III.p.33112-14 yam idam ary勾tarigika. margai). sa-yyathidarp. samyag-

dr号tii). samyak咽 rikalpai). samyag-vyayamai). samyak-karmanto samyag-

ajivai). samyag-vak samyak-smrtii). samyak-samadhii).. 

35) r中阿含』巻49(189)聖道経T.l.735d9-25では、邪見を邪見と見るのを正見として
いるが、正見を2分しない。出世間の正見は別に説かれない。

36)ここには次のような教えが説かれている。

『比丘達よ。比丘がまさに無常なる色(いろ・かたち、官能や身の物質的要素)を「無

常である」と見るならば、それは彼の正見である。正しく見るとそれを厭う。喜びが尽

きるから欲情が尽きる。欲情が尽きるから喜びが尽きる。喜びと欲情が尽きるから心が

解脱し、よく解脱した、といわれる (Aniccanneva， bhikkhave， bhikkhu rllparp. 

aniccan ti passati. yayarp. (Vri.sassaを採用) hoti samma-ditthi. samma 

passarp. nibbindati. nandi-kkhaya raga-kkhayo， raga-kkhaya nandi-kkhayo. 

nandi-raga-kkhaya cittarp. vimuttarp. suvimuttan ti vuccati) 0 .1 (S.22.51 

Nandikkhaya (1) 3: S.III.p.51) 
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以下同文で受(感受、感情vedana)、想(想念、観念san白a)、諸行(身心の諸潜勢

力 sarp.khara)、識(認識、意識vinnaI)_a)(以上五溢)も説かれる。また別の経

(S. 35.155 Nandikkhaya: S.V.p.142)には、限・耳・鼻・舌・身・意(以上六根)

についても同文で繰り返される。

37) r衆許摩詞帝経』巻7，T.3.954a11ザには、四諦の説明解説という段は全くなく、
世尊が五人に受法に堪能なることを見込んで、「此是苦汝須レ知Joi此是集汝慮レ断」、

「此是滅汝膝レ謹」、「此是道汝臆レ修」と告げられて、「五人思惟。以二慧眼ー観二是

法ー。於二過去世ー曾所二閉幕一。菩提愛生而得二了知一」と繰り返されるように、

それぞれを五人が自分達の智慧によって観じ、過去世において聴聞したところなの

で、菩提(さとり)が起こって了知することができたという。過去世に触れるのは

独特である。そして世尊は五人に告げていわく「苦法我巳知。集法我巳断。減法我

巳謹。道法我巳修。我以二是法一乃成ニ悌道一」と。苦・集・滅・道をそれぞれ知・

断・証・修することによって私(仏)は仏道を成じた、と述べる。そして世尊がこ

のように三たび十二行法輪を転じた時(世尊如是三縛十二行法輪時)、鈎据 (KauQ-

clinya)等が法限浮を得たという。

38)原実 (1977)i生音J(r玉城庚四郎博士還暦記念論集悌の研究.1pp.667・683)は、

日本の『宝物集』から漢訳仏典、さらに仏教外のインド文献における胎児の出生に

おける苦痛に触れる例を拾い上げている。関稔 (1987)i生苦考J(r印度哲学仏

教学』第2号， 1987， pp. 112・124)によると、誕生前後の肉体的苦痛を生苦とする

見解が仏教の当初から存在した可能性は極めて希薄である (p.113)そうであるが、

後の②註釈類には、生まれることは諸々の背の基礎であることによって苦しみであ

ること(!.l.p.168)、分娩時に胎児が受ける種々の苦が語られていること (Vi・sm.pp.

499f.)が指摘されている。私はむしろ「生まれるのも苦しい (jatipi dukkha) Jと

いう語句自体が胎児の出生時の苦痛を語っていると思う。何故「生まれるのが苦し

いのか」問う必要がないほど一般に知られていた語句と思う。

39)村上 (2004)i無常説の根底(序説)J(r神子上恵生教授頒寿記念論集インド哲学

悌教思想、論集』永田文昌堂， pp. 515-548)、また村上 (2007)i原始仏教研究法の

検討に基づく五葎説の考察J(r印度学仏教学研究』第55巻第2号， pp.836・849)に

五殖を考察した。

40) CPS.14.1-11， SBV. p.13719_138'， Lal.p. 417ペ『破僧事』巻6，T.24. 128b2ヘ『方

慶大荘巌経』巻11，607b2ιc'、『五分律』巻15，T.22.104b田ーc7、『四分律』巻32，

788a'ザ、『轄法輪綬.1T.2， No.109， 503b2•・c2 は八苦を列挙している。『傍本行集経』

巻34，811 b'-19は最後の五取葱苦を欠いている。 MV.III.p. 3321-5は五取溢苦の前に

色・受・想・行・識がそれぞれ苦であることを加えている。『過去現在因果経』巻
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3 

(T. 3.664bI9勺は五盛陰苦を最初にして、最後に失築業苦を加える九苦となって

いる。

41)十二縁起の生観の結果追求型は「諸法考(1)J， pp.90， 112-123において触れた。

42) I諸法考(2)Jp.91において触れておいた。ただし縁起説における愛の解釈に数説が

ある。

43)安世高誇『蒋法輪経』には、欲愛色愛不色之愛 (T.2，No.109， 503b26) とある。

この原意はよく分からない。

44)十支縁起の発見と古道・古城の警喰については「諸法考(1)J， pp.111-117において

触れた。この経の諸類本にも、この古道・古城の警喰を伴う教説はほぼ一致してい

る。

45)縁起説における行の意味については「諸法考(1)Jpp.117-120に要約しておいた。

46)わが国の伝統ではこの(一)を示転、(ニ)を勧転、(三)を証転と呼んでいる。平川

彰(1988) r法と縁起~ pp.245ff.、田中教照(1993) r初期仏教の修行道論~ (山

喜房仏書林)pp.245ff.参照。この用語がどこまで遡るのか、筆者には明らかでなL、。

法宝の『倶合論疏』巻24(T.41.No.1822，754a35) に顕示縛、勤務縛、引詮縛とあ

り、また普光の『倶会論記』巻24(T.41.No.1821， 371al9却)には示相蒋、動準縛、

引詮轄とある。智頭『妙法蓮華経文句』巻7下 (T.34.No.1718，99a5ベ102bl.3) に

勧転、示転、証転の語があるのが、古い例のようである。この検索には『織田悌教

大辞典~ r望月例教大辞典』を参照した。
47)十支縁起や十二縁起の発見の際の感嘆文については「諸法考(1)Jpp.114， 122で触

れた。

48) r破僧事』巻 6，T.24. 127cB却も同趣旨で同じ順序であるO 初旬を挙げて見ると、

此苦聖諦法。我未二曾関一。由二如理作意精勤力一故。得二浮慧眼智明覚生ー。…と

あって、同文が繰り返されるが、問題の諸法の語が苦聖諦法に含まれたようだ。

49) Mv.に近いと考えられる『傍本行集経』巻34，811b20_c3には此苦聖諦。我往昔来。

不二従レ他聞ー。於三諸法中一。自生二眼智一。生レ意生レ明。生二誓願一。生二智慧-0

-とあるoI誓願を生ず」というところは独特である O 以下の配列は⑨に一致する。

50) r方虞大荘厳経』巻11，607 C7.21も同趣旨で同じ順序であるO 初句を挙げて見ると、
如レ是苦法我先不二従レ他聞一。由二善随順如理a思惟ー。生レ智生レ限生レ明生レ遍生

レ慧生レ光…とあって、同文が繰り返されるが、問題の諸法の語が苦法に含まれた

ようだ。この後に無常・苦 .~・無我の教えと十二縁起が説かれる。しかしこの経

の古い形を伝える竺法護課『普寝経』巻7(T.3.No.186， 530b216) には四諦の説法

はなく、初転法輪では十二因縁を説き、敷二演十二縁起一而縛二法輪ーと結ばれる。
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Lαl.p.348J..16においては菩薩が十二縁起を発見した際に、河様の文が出ている。原

文を示すと itihi bhik号avobodhisattvasya purvam a五rute号udharm時uyoni品O

mana早i-karadbahuli-karad udapadi cak$ur u. vidya u. bhurir u. medha u. 

prajna u. alokaちpradurbabhuvaとあって、主語が菩薩であるほかに、過去形

が用いられているが、主語以外は意味はLal.pp.417司18と同じになる。

51)僑陳如が法眼を得たという文は、③文:aya$mataQ. [SBV. aj白ata-JKaul).clinyasya 

virajo vigata-malaql dharm巴号udharma-cak号urutpannam (utpannam Mv.欠)

(CPS. 13.1， SBV.I. 1386.9， Mv.III.33318， cf. Avs.II.p.1706'7)、漢訳:具毒矯陳如。謹

二於無垢無塵法中一得二法眼浮ー (r破僧事』巻 6，T.24. 128a9.IO)、尊者f喬陳知及八

蔦諸天、遠塵離垢。得二法眼浮ー (r雑阿合経』巻15(379) T.2.104a8.IO)、賢者阿

若拘都、等及八千咳天。皆遠塵離垢諸法眼生 (r縛法輪経~ T.2.503d314)、具寄↑喬

陳如及八蔦諸天。遠塵離垢得ニ法眼浄ー(義芸評謬『三縛法輪経~ T.2.504b同)、惰陳

如遠塵離垢。於ニ諸法中一得二法眼浮ー (r五分律』巻15，T.22.104d8.19) などとあ

るが、その内容には触れていなL、。

52) I仏教における法の意味-sabbaqltaql nirodha-dhammaql考 J (r印度哲学仏教

学』第22号pp.236-260)において、法限の定型文の全用例に触れた (p.259)。こ

の原文後半を平川彰 (1988r平川彰著作集第1巻法と縁起』春秋社)が「集法で

あるものは、すべて減法である」と訳して、「生起する性質のものは、すべて滅す

る性質のものである」という解釈を、「法の所有者を想定することができないJと

いう理由をもって否定して (p.42)、「生法が減法であるJ(p.l05)ともいう。しか

しそれが誤解であることを論じておいた。

53)普通には預流向・一来向・不還向とL寸。いわゆる四向四果のうち最後の阿羅漢向

(道)と阿羅漢果を除いた6種の聖者を法眼の位と見るのである。

54) r傍本行集経』巻34(Tふ811c叫 22)には「爾時世尊。作二師子肌ー。説二是偽一言O
不レ可二言説一法甚深 真如寂静無二名字ー 最勝橋陳如先護 我所レ求道得レ不レ空」

とある。この初2句に「言説すべからざる法は甚深、真知は寂静にして名字無し」

というのは、後世の言説のようであるが、後半の「最勝の僑陳如は先に謹す。我が

求めし所の道は空しからざるを得たり」とは、原初の伝承を伝えているであろう。

55)村上(1978) rサーンクヤ哲学研究ーインド哲学における自我観~ pp.742-768に

論じた。『ジャータカ』の註の序「因縁物語 (Nidana-katha，Nk) Jの仏伝 「近い

因縁」に I5人をも集めて無我相経を説いた (Anatta -lakkhal).a-su ttan taql 

desesi) J (p.8218)とある。

56)ここの相違に水野弘元(1954)I無我と空J(r宮本正尊教授記念・印度学仏教学論

集』所収、『水野弘元著作選集第 2 巻仏教教理研究~ 1997、春秋社、 pp.235-246)
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が注意を払って、固定不変な我と解している。

57) Avadanasataka (Avadanac;ataka， ed by J.S. Speyer， Mouton & Co. 

'Gravenhage 1958) =Avs. 11. 1692-1703， Guptika iti 96のl節。これに相当する

のは『撰集百縁経』巻10(96)長者身健生レ磨縁T.4， NO.200， 253abであるが、

色等の教えは、「五盛陰苦。是療是癌。如二毒箭一入レ心傷二害於人一。皆是衆病之

根本也J(253a山 6)というのみである。ここは皮膚病(嬉)に苦しんだグプティカ

が仏の教え(色等が無常・苦・空・非我であること)を聞いて、病気も癒え阿羅漢

となった。彼の従者逮も出家した。その元の従者であった尊者達に関われて彼が色

等の無常・苦・非我を説く。そこに「無我相経」の類文が出ているのである。

58)②註釈 (DA.1.2268-16=MA.I.1285-13=AA.II.26423-30=UdA.17516-24，SA.1. 20519田=SnA.

15821勺は次のようにいう(出典検索には CPDのitthattaの項参照)。

r，こうであること(この状態)より他はないJとは、今はもう再び16種(四諦十
六行相)のなすべきことがあるために、或いは煩悩を滅尽するために、道の修行

(修習) [というなすべきこと]はない、という[意]。或いは「こうであること

(この状態)より他はなLリとは、こうであること(この状態)から、すなわちこ

のような類の、今現在の身心(五癒)の相続よりは他には、身心の相続はなL、。し

かもこれら五績は了知され(完全に知られ)ており、まるで根を切られた樹木のよ

うである。[それらは最期の心 (MA.:識)の滅によって、燃料が尽きた火が消え

るように、名状(表示)できない状態にL、たるであろう、]と悟った(悟る)oJ(N 

aparal']1 itthattaya ti idani puna ittha-bhavaya (v.l.ittharp.-) evarp. sojasa-kicca-

bhavaya kilesa-kkhayaya va magga-bhavana [DA. MA.AA. UdA.: kiccarp.] n' 

atthi ti. Naparal']1 itthatt昌yati va (SA. SnA: atha va itthattaya ti) ittha-bha 

vato， imasma evarp.-pakara idani vattamana-kkhandha司santana apararp. 

khandha-santanarp. n'atthi. 1m巴 pana pa白ca-kkhandha parinnata 

titthanti china-mulaka viya rukkha (SA， SnA:china-mulako rukkho) viya 

[DAιfA.AA.UdA.: t巴 carimaka-citta-nirodhena(MA.: c.-vi白白aI).a-n.)anupada 
no viya jatavedo nibbayissanti， apaI).早attika-bhavarp. gamissanti] ti 

abbhan白asi(DA.AA: pajanati)). 

この1問6種のなすべきことについて、⑨註釈 (ωDA.1.ロ.2261日一7=MA.I.127戸却-1ロ285=AA.I
264ヂ17-22=UdA.17511-1喝6，SA.1. 2051口7-19=SnA.1日5818-2η1つ)は、上の直前にこう述べている。

nなすべきことはなしたJとは、四諦を四道(預流道・一来道・不還道・阿羅漢
道)によって了知・捨断・現証・修行(修習)[AA“・現観]することによって、 16

種ものなすべきことが終えられた、という意味である。[なぜなら、凡夫や善人等

はなすべきことがあるが、漏(煩悩)が尽きた人はなすべきことはなしたのである。
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ゆえにその人は自分のなすべきことを洞察して、「なすべきことはなした」と悟っ

た(悟る)0] J (Katarp. karaI).iyan ti catusu saccesu catuhi maggehi parinna-

pahana-sacchikiriya-bhavana-vasena (AA.: ーbh.-abhisamaya-v.) sojasa-vidham 

pi kiccarp. nitthapitan ti attho. [DA. MA. AA. UdA. : Puthujjana-kalyaI).aka 

dayo hi tarp. kiccarp. karonti， khiI).asavo kata田karaI).iyo.Tasma so attano kara 

I).iyarp. paccavekkhanto‘katarp. karaI).iyan' ti abbhannasi (DA.AA. : pajanati)]. 

59) E.Waldschmidtは最初に naparam asmad bhavam iti prajanati (CPS. 

15.18:II.p.170a68) と読んだが、後で SBVの写本を見て上のように訂正した。

Lal. p.41821 : naparasmad'"は誤り。

60)但しMv.III.pp. 33818， 34013には、上の文 (Mvg.1.6.46・Vin.p.I.1425-32，S.22.59.22: 

S.ill.p.682日6)が続いていない。非我なることを知って悟るということには触れな

L、。

61) MV.III. pp. 33818_3393では『覚れるカウンディンヤ長老は力自在なるを得た

(λjnata-Kau♀c!inyo bala-vasi-bhavarp. prap阜巴si)。四人の比丘は執らわれがなく

なって心が諸漏より解脱し、…諸法に対する法眼が清津になった』という。その後

p.34013-15では三人の比丘が力自在なるを得、 8億の神々には諸法に対する法眼が清

芸評になったという。

62) ノfラモン(D.1. 11010 Pokkharasadi， D.I.14815 Kutadanta， M. II. 14512 

Brahmayu; Nd2 ad Sn. 1123)、長者居士 (M.1.3805 Upali， A. IV. 210'， 

213田 Ugga)、将軍 (A. IV.18621 Siha)、貧しい瀬病人 (Ud. p.4914 

Suppabuddha)、神(D.I1.288四 21Sakka)なども、また過去のヴィパッシン仏の両

大弟子(D.I1.4118) や大衆(D.I1.4313) も四諦の説法を聞いて法眼が生じたという。

63)この偶(縁起法領、法身舎利)については、村上 (2000)，縁起説と無常説と多元

論的分析的思考法(1)(r仏教研究』第29号， pp. 31-67) pp.40-41， 61-63参照。
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